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１．はじめに

この取扱説明書は、本器をお使いになる担当者のお手元に確実に届くようお取

り計らいください。

本器を正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みく

ださい。

注 意

●故障、誤動作、寿命低下の原因になりますので、次のような場所では

使用しないでください。

雨、水滴、日光が直接当たる場所

高温・多湿や、ほこり・腐食性ガスの発生する場所

外来ノイズ、電波、静電気の発生の多い場所

振動、衝撃が常時加わる、又は大きな場所

●ケースを開けたり、本体を改造して使用しないでください。

１．１●ご使用前の準備

1.1.1 点検

本器がお手元に届きましたら仕様との違いがないか、あるいは輸送上での破損

がないか点検してください。

もし破損したり、仕様どおり作動しない場合は、形名・製品番号をお知らせく

ださい。

1.1.2 保管

本器を長時間にわたって保管する場合は、湿度が低く直射日光の当たらない場

所に保管してください。

１．２●ご使用前のご確認事項

1.2.1 電源

電源電圧は、ＡＣ９０～ＡＣ２５０Ｖ以内、電源周波数５０／６０Ｈｚで使用し

てください。また、電源コードを接続するときは、電源スイッチがＯＦＦになっ

ていることを確認してください。

1.2.2 電源コード

本器に付属している電源コードのプラグはＡＣ１００Ｖ用です。ＡＣ２００Ｖで

ご使用の場合は、専用のプラグに取り替えてください。

電源コードは本器裏面パネルの電源コネクタに接続してください。電源コードの

プラグは３ピンになっており、中央の丸形のピンがアースになっています。

1.2.3 電源周波数の設定

本器は電源誘導電圧を除去するため、電源周波数の設定が必要です。ご使用の

電源周波数に合わせてからご使用ください。
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1.2.4 ヒューズの交換

出荷時は２５０Ｖ／２Ａの電源ヒューズを挿入しています。

本器のヒューズソケットは電源ライン入力用コネクタと共通になっています。

電源コードを接続する前に、下図のようにヒューズソケットのキャップを外して

ヒューズを取り出し定格を確認してください。ヒューズは予備を含めてキャップ

内に２本収納されています。

手前のヒューズ（予備ヒューズ）は左右方向に、奥のヒューズは下方に押し出す

と取り外せます。
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２．各部の名称

２．１●前面パネル

①測定端子 SENSE Hi:抵抗測定入力の端子及び電圧測定の＋側端子です。

SENSE Lo:抵抗測定入力の端子及び電圧測定の－側端子です。

SOURCE Hi:電流出力端子です。

SOURCE Lo:電流出力端子です。（電圧測定の時、SENSE Loに接続します。）

② FUNC キー 抵抗測定の時、抵抗表示／比率表示に切り替えるキーです。

(SET) 比率表示の時： RATIOランプが点灯します。

抵抗表示の時： OHMランプが点灯します。

（マニュアルモードの時、電源周波数、リミットの設定を行いま

す。）

（メモリーモードの時、メモリーの設定を行います。）

③ RATE キー サンプリング周期を選択するキーです。

(MAN'L/MEM) （メモリーモード／マニュアルモードを切り替えるキーです。

マニュアルモードで MAN'Lランプが点灯します。)

④ 0 ADJ キー ゼロアジャスト機能を ON/OFFするキーです。

(ONLINE) ゼロアジャスト動作中 0 ADJ ランプが点灯します。

（RS-485、RS-232Cのオンラインキーです。）

⑤ SHIFT キー SHIFTランプが点灯中、青色キーが有効になります。

(LOCK) SHIFTランプ点灯中にキーを押すと消灯します。

（前面パネルスイッチ操作を禁止します。３秒間押すと禁止及び

解除ができます。禁止中 LOCKランプが点灯します。）

⑥ VEW キー 表示モードを選択するキーです。

⑦ RANGE キー 抵抗レンジ、電圧レンジを選択するキーです。

(BUZZER) 抵抗レンジは 30mΩ～ 3kΩ、 AUTOレンジを選択します。

電圧レンジは 5V、 50Vレンジを選択します。

（ブザー動作及び音量の設定に入るキーです。）

⑧ SEL キー 設定項目の切替キーです。

COMP SET

⑨ キー 各設定に使用します。

⑩ ▲ キー 各設定に使用します。
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⑪ MAN'Lランプ マニュアルモードで点灯、メモリーモードで消灯します。

0 ADJランプ ゼロアジャスト動作中で点灯します。

ONLINEランプ 外部制御中に点灯します。

LOCKランプ キーロック中に点灯します。

SHIFTランプ SHIFTキーと連動します。

ランプ点灯中キーの機能は青色( )の機能となります。

⑫ OHMランプ 抵抗測定の時点灯します。

RATIOランプ 比率表示の時点灯します。

⑬ LIMランプ 開放電圧の電圧リミッターが20mVピークに制限されていない時に

点灯します。

⑭ Fランプ サンプリング周期が FASTの時、点滅表示します。

Mランプ サンプリング周期が MEDIUMの時、点滅表示します。

Sランプ サンプリング周期が SLOWの時、点滅表示します。

（ホールド中は点灯表示となります。）

⑮ HIランプ 抵抗測定値が上限設定値以上のとき赤色LEDが点灯します。

GOランプ 抵抗測定値が良判定で緑色LEDが点灯します。

LOランプ 抵抗測定値が下限値以下のとき赤色LEDが点灯します。

⑯ FLランプ 電圧測定値が上限値以上又は下限値以下のとき赤色LEDが点灯しま

す。

PSランプ 電圧測定値が良判定のとき緑色LEDが点灯します。

⑰単位ランプ 主表示部に表示しているデータの単位が点灯します。

抵抗の時： kΩ､Ω､mΩ

比率の時：％

電圧の時： V

⑱レンジランプ 抵抗表示モードの時： 測定レンジを点灯表示します。

コンパレータレンジを点滅表示します。

電圧表示モードの時： 消灯します。

抵抗電圧表示モードの時：抵抗測定レンジを点灯します。

AUTOランプ AUTOレンジ測定で点灯します。

⑲主表示部 測定値や各種キャラクタを表示します。

Rrモードの時：抵抗測定値を表示します。

Vvモードの時：電圧測定値を表示します。

RVモードの時：抵抗測定値を表示します。

⑳ No.表示 メモリーモードの時、メモリー番号を表示します。

ブザー設定、電源周波数／リミット設定時は設定中のキャラクタ

を表示します。

Ω％ランプ HI SET表示、 LO SET表示の表示内容を知らせるランプです。

Vランプ RrモードでΩ％ランプが点灯します。

Vvモード、RVモード Vランプで点灯します。

HI SET表示 コンパレータ上限値や各種キャラクタを表示します。

Rrモードの時：抵抗コンパレータ上限値又は、比率測定の基

準抵抗値を表示します。

Vvモードの時：電圧コンパレータ上限値を表示します。

RVモードの時：電圧側測定値を表示します。

LO SET表示 コンパレータ下限値や各種キャラクタを表示します。

Rrモードの時：抵抗コンパレータ下限値又は、比率測定の比

率範囲を表示します。

Vvモードの時：電圧コンパレータ下限値を表示します。

RVモードの時：消灯します。

＊(青字)キーは SHIFTランプ点灯中に有効となります。
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２．２●裏面パネル

裏面測定端子

SENSE Hi:前面パネルの測定端子(SENSE Hi)と共通です。

SENSE Lo:前面パネルの測定端子(SENSE Lo)と共通です。

SOURCE Hi:前面パネルの測定端子(SOURCE Hi)と共通です。

SOURCE Lo:前面パネルの測定端子(SOURCE Lo)と共通です。

電源コネクタ

付属の電源コードを接続します。電源電圧、電源周波数を必ず指定の範囲でご使用くださ

い。

ヒューズは250V 2Aをご使用ください。

電源スイッチ

供給電源の ON/OFFスイッチです。

REMOTEコネクタ

外部制御用のコネクタです。

入出力端子台

ホールド、リセット入力及び抵抗コンパレータ出力の端子です。

アナログ出力端子

測定値に比例した、直流電圧を出力します。

ZERO：アナログ出力ZEROボリウムです。

MAX. ：アナログ出力MAX.ボリウムです。

インタフェースボードの挿入部

オプションのインタフェースボードの装着部です。
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３．操作方法

３．１●電源

裏面パネルの電源スイッチがＯＦＦになっている事を確認後、電源プラグをコン

セントに接続し、電源スイッチをＯＮしてください。

本器は直ちに動作状態になりますが、３０分以上の予熱時間をとってください。

また本器は、パラメータの保持機能を装備していますので、電源をＯＦＦしても

下記の各状態を記憶しています。

（１）測定ファンクション、表示モード及び測定レンジ。

（２）コンパレータの設定値（３０個のプログラムメモリー）

（３）キーロックの状態

（４）ブザーの状態

（５）ゼロアジャストの状態

３．２●測定端子の接続

前面パネル（又は裏面パネル）の測定端子に図３．２．１に示すように接続して

ください。

図３．２．１

注）測定端子にノイズが入ると、表示のふらつきが大きくなったり、オートレン

ジ動作が不安定になることがあります。必ずシールド線を使用し、シールド

側をSOURCE Loに接続してください。

また、４線共に正しく接続しないと表示がふらつくことがあります。

ケルビンクリップ（バナナプラグ側）と抵抗計本体の差し込みは、下図のとおり

行ってください。

図３．２．２ ケルビンクリップ（MODEL5811-21B）の接続
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３．３●測定の注意事項

3.3.1 ＤＣ電圧を重畳させる場合

ＤＣ６０Ｖ以下としてください。

測定後は、本体内のコンデンサに電圧がチャージされていますので、数秒間プロ

ーブを必ず短絡してください。

3.3.2 その他

インダクタンス、キャパシタンスを有する測定物などを測定する場合は、大きな

誤差を生じることがあります。

ノイズ源（高周波炉、ノイズのある電源ライン、インバーター電源など）の近く

で使用すると、入力にノイズが乗り、正確な測定ができないことがあります。こ

のような場所を避けるか、ノイズ源から十分遠ざけてください。

３．４●アナログ出力の接続

測定抵抗値に比例したアナログデータを出力します。

（比率表示中も抵抗値に比例したアナログデータを出力します。）

外部制御でホールドするとアナログデータも保持します。

アナログ出力端子に電線を図３．４．１の様に加工して接続します。

ドライバーなどを使ってリリースボタンを押し下げ、端子に電線を挿入します。

剥き長さ＝９～１０ｍｍ

適合電線：ＡＷＧ２８～ＡＷＧ２２

図３．４．１

データ出力：ＤＣ０～３Ｖ

０表示＝０Ｖ、３００００表示＝３．０００Ｖ

変換方式 ：Ｄ／Ａ変換方式

分解能 ：１ｍＶ

確度 ：抵抗測定確度＋０．２％ Ｆ．Ｓ.

出力端子 ：スクリューレス端子

３．５●キーロック

前面パネルのキーにより測定状態が不用意に変更されないように、前面キーの操

作を禁止する機能です。

キーロック動作中はＬＯＣＫランプが点灯します。

キーロック動作中に他のスイッチ動作を行うときは、キーロックを解除してから

行ってください。

ＯＮＬＩＮＥ及び、ＨＯＬＤ状態では操作できません。

キーロックの方法

ＬＯＣＫランプが消灯中に、ＳＨＩＦＴ (ＬＯＣＫ )キーを３秒以上

押します。

キーロックの解除

ＬＯＣＫランプが点灯中に、ＳＨＩＦＴ (ＬＯＣＫ )キーを３秒以上

押します。
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３．６●表示の切替

主表示部、ＨＩ ＳＥＴ、ＬＯ ＳＥＴ表示内容を切替えます。

測定状態で切替が可能です。

メモリーモード、ＯＮＬＩＮＥ及び、ＨＯＬＤ状態では操作できません。

比率表示への切替は、ＦＵＮＣキーで行います。

3.6.1 表示モードの選択

ファンクションの切替

ＦＵＮＣキーを押すたびに抵抗測定と比率表示が切替わります。

抵抗測定を選択します。（Ｖｖモードでは切替できません。）

ＶＥＷの切替

ＶＥＷキーを押す度に表示が切替わります。

①抵抗値と抵抗コンパレータを表示する場合（Ｒｒモード）

ＶＥＷキーでＲｒ表示を選択します。

②電圧値と電圧コンパレータを表示する場合（Ｖｖモード）

ＶＥＷキーでＶｖ表示を選択します。

③抵抗値と電圧値を表示する場合（ＲＶモード）

ＶＥＷキーでＲＶ表示を選択します。
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各表示モードにおける表示内容は表３．６．１を参照してください。

Ω％ Ｖ
表示モード 主表示部 HI SET 表示 LO SET 表示

ﾗﾝﾌﾟ ﾗﾝﾌﾟ

Ｒｒモード 抵抗測定値 抵抗ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ 抵抗ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ

上限値 下限値 点灯 消灯

(比率表示) 比率表示 基準抵抗 偏差±⊿％

Ｖｖモード 電圧測定値 電圧ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ 電圧ｺﾝﾊﾟﾚｰﾀ 消灯 点灯

上限値 下限値

ＲＶモード 抵抗測定値 電圧測定値 消灯 消灯 点灯

表３．６．１

3.6.2 比率表示の選択

比率表示と抵抗値表示を切り替えます。

ファンクションの切替

ＦＵＮＣキーを押すたびに抵抗測定と比率表示が切替わります。

抵抗測定の時、ＯＨＭランプが点灯し抵抗単位（ｋΩ、Ω、ｍΩの内

１つ）が点灯します。

比率表示の時、ＲＡＴＩＯランプが点灯し、％が点灯します。
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３．７●抵抗レンジの切替

抵抗測定の測定レンジ（オートレンジ又はマニュアルレンジ）を選択します。

メモリーモード、ＯＮＬＩＮＥ及び、ＨＯＬＤ状態では操作できません。

抵抗測定の選択

ＶＥＷキーを押してＲｒモード又はＲＶモードを選択します。

抵抗レンジの切替

（１）オートレンジ

・抵抗測定値が３５０００（３５００）以上で測定レンジが上がり、

３０００（３００）未満でレンジが下がります。

・ＡＵＴＯランプと検出したレンジのランプが点灯します。

注）（ ）内はＦサンプル時

オートレンジの選択

ＲＡＮＧＥキーを押すと測定レンジが切り替わります。３ｋΩレン

ジの次にＡＵＴＯランプが点灯しオートレンジに変わります。

注）オートレンジに設定すると抵抗測定と電圧測定の両方がオート

レンジ動作となります。

（２）マニュアルレンジ

・３０ｍΩ～３ｋΩの固定レンジとなります。

・選択したレンジのランプが点灯します。

レンジの選択

ＲＡＮＧＥキーを押す度にレンジランプが移動します。目的のレン

ジを選択してください。

３．８●電圧レンジの切替

電圧測定の電圧測定レンジを選択します。

メモリーモード、ＯＮＬＩＮＥ及び、ＨＯＬＤ状態では操作できません。

電圧測定の選択

ＶＥＷキーを押してＶｖモードを選択します。

電圧レンジの選択

（１）オートレンジ

・オートレンジの設定は抵抗測定でオートレンジに設定します。

電圧測定値が５００００（５０００）以上で測定レンジが上がり、

１０００（１００）未満でレンジが下がります。

注）（ ）内はサンプリング周期Ｆの時

（２）マニュアルレンジ

・５Ｖ、５０Ｖの固定レンジとなります。

レンジの選択

ＲＡＮＧＥキーを押すたびに測定レンジが変わり、測定表示の小数

点の点灯位置が変わります。（オートレンジでは切替できません。）

・・・５Ｖレンジ

・・・５０Ｖレンジ
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３．９●ゼロアジャスト

抵抗測定で治具などの抵抗を除去する機能です。

現在測定しているデータをゼロアジャスト値として不輝発性メモリーに記憶し、

以後は測定値からゼロアジャスト値を差し引いた値を表示します。

表示値 ＝ 測定値 － ゼロアジャスト値

・抵抗表示、抵抗電圧表示の時動作します。

・ゼロアジャスト値は全レンジで動作します。（抵抗値として記憶します。）

・リモート操作が可能です。

・RS-232C、RS-485のインタフェースで外部制御可能です。

注）ＨＯＬＤ中や設定操作中は操作できません。

3.9.1 キー操作

０ ＡＤＪランプ消灯中に、０ ＡＤＪキーを押すと、０ ＡＤＪラン

プが点灯してゼロアジャストの動作状態となります。

解除は再度０ ＡＤＪキーを押します。

注意
･入力オープン（∞Ω）の状態で 0 ADJ キーを押すと誤動作の原因となります。

･上位レンジでゼロアジャストした場合、下位レンジでオーバすることがあり

ます。

･誤って 0 ADJ キーを押したときは、「解除」操作で正常に復帰します。

3.9.2 リモート操作

裏面パネルＲＥＭＯＴＥコネクタの０ ＡＤＪピンとＣＯＭをショート

している間０ ＡＤＪランプが点灯し、ゼロアジャスト動作状態となり

ます。

０ ＡＤＪピンをショートした時の抵抗測定データをゼロアジャストと

して記憶します。

０ ＡＤＪピンを解放すると動作を解除します。

注）キー操作で設定したゼロアジャスト動作はこのピンをＯＦＦする

と解除します。

３．１０●サンプリング周期の選択

前面のキー操作でサンプリング周期の選択を行います。

RS-232C、RS-485のインタフェースで外部制御が可能です。

注）ホールド中や設定操作中は操作できません。

キー操作

ＲＡＴＥキーを押すとサンプリング周期が切り替わります。

Ｓ→Ｍ→Ｆ→Ｓ→･･･

サンプリング サンプリング サンプリング周期

周期 LED 50Hz 60Hz

Ｓ Ｓ 1.56回／秒 1.88回／秒

Ｍ Ｍ 6.25回／秒 7.52回／秒

Ｆ Ｆ 50回／秒 60回／秒
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３．１１●電源周波数の設定

測定ラインに入る誘導電圧の影響を除去するため、電源周波数を設定します。

メモリーモード、ＯＮＬＩＮＥ及び、ＨＯＬＤ状態では操作できません。

設定中約５分間キー操作がないと測定に戻ります。

ＳＨＩＦＴキーを押します。ＳＨＩＦＴランプが点灯します。

（電源周波数、電圧リミットの設定に入ります。）

（ＳＥＴ）キーを押すとＨＩ ＳＥＴランプが点滅します。

▲キーを押して電源周波数を合わせます。

ＳＥＬキーを２回押すと測定に戻ります。

HI SET表示 動 作

電源周波数５０Ｈｚに設定

電源周波数６０Ｈｚに設定

注）電源周波数の設定は必ず行ってください。正確な測定ができません。

３．１２●電圧リミッタの設定

電圧リミッタをＯＮ設定することにより、測定対象物に印加される電圧を２０ｍＶ

ピークに制限する事ができます。測定対象物の接点における酸化皮膜の破壊を防ぐ

ことができます。

メモリーモード、ＯＮＬＩＮＥ及び、ＨＯＬＤ状態では操作できません。

設定中約５分間キー操作がないと測定に戻ります。

ＳＨＩＦＴキーを押します。ＳＨＩＦＴランプが点灯します。

（電源周波数、電圧リミットの設定に入ります。）

（ＳＥＴ）キーを押すとＨＩ ＳＥＴランプが点滅します。

ＳＥＬキーを押すとＬＯ ＳＥＴランプが点滅します。

▲キーを押して電圧リミッタを設定します。

ＳＥＬキーを押すと測定に戻ります。

LO SET表示 動 作

電圧リミットＯＦＦに設定

電圧リミットＯＮに設定
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３．１３●コンパレータ動作

コンパレータには抵抗値を比較する抵抗コンパレータと、電圧値を比較する電圧コ

ンパレータの２つの機能があります。

測定値と上限・下限値とを比較し判定結果を表示、出力します。

それぞれの上限値、下限値１組をメモリー（No.１～No.30番）に30組記憶できます。

判定はオープンコレクタで出力しブザーとランプで知らせます。（抵抗コンパレー

タはオプションでリレー出力が指定できます。）

メモリーはキー操作又はリモートコネクタで選択できます。

BCD、RS-232C、RS-485のインタフェースでも選択が可能です。

注）上限・下限値の設定、メモリーの呼び出し中はサンプリングを停止し、出力を

保持します。

3.13.1 比較条件

抵抗コンパレータ

表示値≧上限設定値（ＨＩ ＳＥＴ） ＨＩ 出力

上限設定値（ＨＩ ＳＥＴ）＞表示値＞下限設定値（ＬＯ ＳＥＴ） ＧＯ 出力

表示値≦下限設定値（ＬＯ ＳＥＴ） ＬＯ 出力

注）コンパレータはレンジを含めて比較します。

例．上限値を１００．００ｍΩ（３００ｍΩレンジ）と設定した場合

測定レンジが３００Ωレンジで１０．００Ωを表示したときはＨＩを出力

します。

電圧コンパレータ

表示値≧上限設定値（ＨＩ ＳＥＴ）又は

表示値≦下限設定値（ＬＯ ＳＥＴ） ＦＬ 出力

上限設定値（ＨＩ ＳＥＴ）＞表示値＞下限設定値（ＬＯ ＳＥＴ） ＰＳ 出力

3.13.2 比較出力

抵抗コンパレータ

オープンコレクタ出力又はリレー接点出力を裏面の入出力端子台に出力します。

（４．２項を参照してください。）

表示・・・ＨＩ、ＬＯ：赤色、ＧＯ：緑色

電圧コンパレータ

オープンコレクタ出力を裏面のＲＥＭＯＴＥコネクタに出力します。

（４．１項を参照してください。）

表示・・・ＦＬ：赤色、ＰＳ：緑色
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3.13.3 設定方法

ＯＮＬＩＮＥ中、ＢＣＤデータ出力インタフェースで外部制御中、及びホールド

中は設定できません。

設定中約５分間キー操作がないと測定に戻ります。

設定範囲 上限値 抵抗：０～３５０００

電圧：－５００００～５００００

下限値 抵抗：０～３５０００

電圧：－５００００～５００００

単位及び小数点はＲＡＮＧＥキーで設定します。

コンパレータ設定は、表示モードにより設定内容が異なります。

表示モード 設定項目

Ｒｒモード 抵抗コンパレータ 上限、下限

Ｖｖモード 電圧コンパレータ 上限、下限

抵抗コンパレータ 上限、下限
ＲＶモード

電圧コンパレータ 上限、下限

注）比率表示の時、抵抗コンパレータ設定では基準抵抗値、偏差（±⊿％）の

設定となります。

抵抗コンパレータの設定（Ｒｒモード）

マニュアルモードに切替

①（３．１５項参照）

抵抗表示に切替

②ＶＥＷキーでＲｒモードに切り替えます。

（３．６項参照）

上限値の設定

③ＳＥＬキーを押します。

ＨＩ ＳＥＴ表示の最上位桁が点滅します。

キーと▲で数値を設定します。

キーで選択した桁が点滅します。

下限値の設定

④上限値の設定中にＳＥＬキーを押します。

ＬＯ ＳＥＴ表示の最上位桁が点滅します。

キーと▲で数値を設定します。

キーで選択した桁が点滅します。

コンパレータレンジの設定

⑤ＲＡＮＧＥキーで設定します。

選択したレンジランプが点滅します。

注）小数点はレンジにより自動的に切り替わり

ます。

設定の終了

⑥下限値設定中にＳＥＬキーを押すと設定を終了

します。

注１）測定に戻った時、測定レンジとコンパレ

ータレンジが異なった場合コンパレータ

レンジのレンジランプが点滅します。

注２）上限値、下限値の設定が設定範囲外の時、

範囲外の設定項目にＥｒｒとしばらく表示

し上限値又は下限値の設定に戻ります。
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電圧コンパレータの設定（Ｖｖモード）

電圧表示に切替

①ＶＥＷキーでＶｖモードに切り替えます。

（３．６項参照）

上限値の設定

②ＳＥＬキーを押します。

ＨＩ ＳＥＴ表示の最上位桁が点滅します。

キーと▲で数値を設定します。

キーで選択した桁が点滅します。

下限値の設定

③上限値の設定中にＳＥＬキーを押します。

ＬＯ ＳＥＴ表示の最上位桁が点滅します。

キーと▲で数値を設定します。

キーで選択した桁が点滅します。

コンパレータレンジの設定

④ＲＡＮＧＥキーで設定します。

レンジは小数点の点灯位置で判断します。

５Ｖレンジ ：小数点１０ ４点灯

５０Ｖレンジ：小数点１０ ３点灯

設定の終了

⑤下限値設定中にＳＥＬキーを押すと設定を終了

します。

注）上限値、下限値の設定が設定範囲外の時、

範囲外の設定項目にＥｒｒとしばらく表示

し上限値又は下限値の設定に戻ります。
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抵抗／電圧コンパレータの設定（ＲＶモード）

ＲＶモードの場合、抵抗コンパレータの設定に続いて電圧コンパレータの設定と

なります。

抵抗コンパレータの設定

ＨＩ ＳＥＴ設定

ＳＥＬキー

ＬＯ ＳＥＴ設定

ＳＥＬキー

電圧コンパレータの設定

ＨＩ ＳＥＴ設定

ＳＥＬキー

ＬＯ ＳＥＴ設定
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3.13.4 レンジランプの表示方法

３５６６のレンジランプは測定レンジとコンパレータ設定値のレンジを表示する仕様と

なっております。

コンパレータの設定レンジと測定レンジが異なる場合、コンパレータの設定レンジを点

滅して表示します。

例）１．測定レンジとコンパレータ設定レンジが異なる場合

測定レンジ ３ｋΩレンジを選択

コンパレータ設定 HIGH ３００．００Ω LOW １００．００Ω

（レンジは３００Ω）

レンジ表示 ３ｋΩ 点灯

３００Ω 点滅

２．測定レンジとコンパレータ設定レンジが同じ場合

測定レンジ ３００Ωレンジを選択

コンパレータ設定 HIGH ３００．００Ω LOW １００．００Ω

（レンジは３００Ω）

レンジ表示 ３００Ω 点灯

３．ＡＵＴＯレンジの場合

測定レンジ ＡＵＴＯ ３ｋΩレンジを選択

（入力抵抗により選択された）

コンパレータ設定 HIGH ３００．００Ω LOW １００．００Ω

（レンジは３００Ω）

レンジ表示 ＡＵＴＯ，３ｋΩ 点灯

３００Ω 点滅
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３．１４●ブザー

ブザーの設定は前面パネルの（ＢＵＺＺＥＲ）キーで行います。

ブザーの設定中はサンプリングを停止し、比較出力を保持します。

ホールド中、ＯＮＬＩＮＥ中は設定できません。

設定中約５分間キー操作がないと測定に戻ります。

3.14.1 設定方法

ブザー動作の設定

ＳＨＩＦＴキーを押します。

ＳＨＩＦＴランプが点灯

（ＢＵＺＺＥＲ）キーを押します。

ブザー設定に切り替わり、Ｎｏ表示に と表示し、ＨＩ ＳＥＴが

点滅します。

ＨＩ ＳＥＴにブザー動作をＬＯ ＳＥＴにブザー音量を表示します。

ブザー動作の選択

▲キーでブザー動作を選択します。

表示 動 作

ブザーオフ（鳴りません）

抵抗判定がＧＯの時にブザーが鳴ります。

抵抗判定がＨＩの時にブザーが鳴ります。

抵抗判定がＬＯの時にブザーが鳴ります。

抵抗判定がＨＩ又はＬＯの時にブザーが鳴ります。

電圧判定がＰＳの時にブザーが鳴ります。

電圧判定がＦＬの時にブザーが鳴ります。

抵抗判定がＧＯかつ電圧判定がＰＳの時にブザーが

鳴ります。

抵抗判定がＨＩ又はＬＯ又は電圧判定がＦＬの時に

ブザーが鳴ります。

音量の調整

ブザー動作の設定中にＳＥＬキーを押すと、ブザー音量の設定となり

ブザーが鳴ります。

▲キーを押すと音量表示が変わり、ブザー音量が変わります。

ブザー音量は１０段階に調整できます。

終了

ブザー音量調整でＳＥＬキーを押すとブザー設定を終了し、測定に戻

ります。
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３．１５●マニュアルモード

このモードではファンクション、測定レンジ、表示モードの切替ができます。

リモート操作でのＯＮＬＩＮＥ点灯中はマニュアルモードに切り替えできません。

操作手順

ＳＨＩＦＴキーを押してＳＨＩＦＴランプが点灯

中、（MAN'L/MEM）キーでマニュアルモード／メモ

リーモードの切替をします。

マニュアルモード中はＭＡＮ’Ｌランプが点灯し、

Ｎｏ．表示（メモリー番号表示）は消灯します。

３．１６●メモリーモード

このモードでは記憶している３０個の測定条件メモリーを選択して測定することが

できます。

サンプリング周期は共通設定となります。

3.16.1 メモリーの選択

●前面パネルによる方法

メモリーモードに入る

①ＳＨＩＦＴキーを押します。

ＳＨＩＦＴランプが点灯します。

②（MAN'L/MEM）キーを押すとメモリーモードに切

り替わり、メモリー番号を表示します。

ＭＡＮ’Ｌランプは消灯

メモリーの呼び出し

③ＳＥＬキーを押すとメモリー番号が変わり、設

定されたメモリーの内容を呼び出します。 呼び

出されたメモリーの測定条件で測定、判定を行

います。

メモリーモードの終了

④ＳＨＩＦＴキーを押します。

ＳＨＩＦＴランプが点灯します。

⑤（MAN'L/MEM）キーを押すとマニュアルモードに

切り替わり、ＭＡＮ’Ｌランプが点灯します。

●リモート操作による方法

メモリーモードのリモート操作（４．１．２項）

を参照してください。
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３．１７●メモリーの設定

メモリーの設定はキー操作でメモリーモードに移り設定を行います。

ＲＥＭＯＴＥコネクタでメモリーの選択を行っている場合は設定できませんので、

解除した後キー操作でメモリー設定を行ってください。

メモリーの設定項目は下記の４項目です。

・コンパレータの設定（抵抗／電圧コンパレータ（上限値、下限値））

・表示モード（抵抗表示、電圧表示、抵抗電圧表示）

・抵抗測定ファンクション（抵抗測定、比率表示）

・測定レンジ（抵抗測定レンジ、電圧測定レンジ）

注）・ホールド中は、設定できません。

・リモート操作でのＯＮＬＩＮＥ点灯中は設定できません。

・設定中はサンプリングを停止し、比較出力を保持します。

・設定中約５分間キー操作がないとメモリーモードの測定動作に戻ります。

メモリーモードに入る

ＳＨＩＦＴ、 (MAN'L/MEM)キーでメモリーモードに

入ります。（３．１６項参照）

メモリーの設定

ＳＨＩＦＴキーを押すとＳＨＩＦＴランプが点灯

します。

（ＳＥＴ）キーを押すと測定表示に表示モードを

点滅表示し、メモリーＮｏが点滅します。

メモリーＮｏの選択

▲キーを押してメモリーＮｏを選択します。

Ｒｒ表示 表示モードの選択

ＶＥＷキーで表示モード設定を選択します。

Ｖｖ表示（５０Ｖレンジ） 表示モードは主表示部に表示します。

Ｖｖモードでは測定レンジも合わせて表示しま

Ｖｖ表示（５Ｖレンジ） す。

ＲＶ表示

比率表示の設定

Ｒｒ表示にします。

ＦＵＮＣキーで比率表示を選択します。

比率表示を選択した場合、ＲＡＴＩＯランプが点

灯します。
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測定レンジの設定

●抵抗測定レンジの設定

ＶＥＷキーでＲｒ表示又はＲＶ表示に切り替え

ます。

ＲＡＮＧＥキーで抵抗測定レンジを選択します。

選択したレンジのランプが点灯します。

注）抵抗測定レンジとコンパレータレンジが異

なる場合、コンパレータレンジが点滅表示

します。

ＡＵＴＯレンジの時はＡＵＴＯランプが点

灯します。

●電圧測定レンジの設定

ＶＥＷキーでＶｖ表示を選択します。

ＲＡＮＧＥキーで測定レンジを選択します。

選択したレンジは主表示部に表示します。

（ＡＵＴＯレンジは設定できません）

コンパレータの設定

ＳＥＬキーを押すとＨＩ ＳＥＴの最上位桁が点滅

してコンパレータの設定を行います。

（３．１３．３項参照）

終了

ＳＨＩＦＴキーに続いて（ＳＥＴ）キーを押すと

メモリーの設定を終了しメモリーモードの測定に

戻ります。
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３．１８●断線検出・セルフチェック

ＳＯＵＲＣＥ、ＳＥＮＳＥの測定リードの断線検出を行います。

断線を検出した場合は、CC ERR出力トランジスタがＯＮします。

また、CC ERR出力はSOURCE端子が解放など測定電流が流れないときもＯＮを出力し

ます。

注）断線検出動作中はサンプリングを停止し、比較出力を保持します。

3.18.1 操作

準備

測定リードを本体に接続します。

策定リードの先端に被測定物を接続又はショートします。

断線検出の開始

ＲＥＭＯＴＥコネクタ、ＳＷ入力をＣＯＭにショートします。

測定表示に と表示します。

断線検出の結果

エラーが検出されなかった場合、表示部に と表示します。

断線を検出した場合、次の表示をします。

：ＳＯＵＲＣＥ側リードの断線

：ＳＥＮＳＥ側リードの断線

断線検出の終了

ＲＥＭＯＴＥコネクタ、ＳＷ入力オープンにします。
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４．外部制御

４．１●リモートコネクタ

4.1.1 ピン操作

(Dsub15pin)

ピン番号 信号 機 能

1 0 ADJ入力 ＯＮするとゼロアジャストします。

（３．９項を参照してください。）

2 NC 空きピン

3 MEM入力 ＯＮするとメモリーモードを選択します。

4 TRIG入力 ホールド時に１回ＯＮすると１サンプリングし判定結果

を出力します。

最小ＯＮ時間：５ｍｓ

5 SW入力 ＯＮすると断線検出・セルフチェックを開始します。

6 EOC出力 AD変換を終了するとトランジスタ出力をＯＮします。

7 CC ERR出力 SOURCE端子が開放など電流が流れない時、及び断線検出

・セルフチェックでエラーを検出したときにトランジス

タ出力をＯＮします。

8 COM 入力、出力のコモンです。

9 M-SEL0 メモリーモードでメモリーＮｏを入力しメモリーを呼び

10 M-SEL1 出します。

11 M-SEL2

12 M-SEL3

13 M-SEL4

14 FL出力 電圧コンパレータのFL出力、トランジスタ出力をＯＮし

ます。

15 PS出力 電圧コンパレータのPS出力、トランジスタ出力をＯＮし

ます
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4.1.2 メモリーモードのリモート操作

①ＭＥＭ信号をＯＮしている間メモリーモードになります。

・メモリーモードに移行しＯＮＬＩＮＥランプが点灯します。

・選択しているメモリーＮｏを表示します。

注）コード外のメモリーＮｏを選択している場合はメモリーモードに入れませ

ん。１～３０のコードを入力してください。

②メモリーＮｏのコードを入力しメモリーを呼び出します。

メモリーコード表

信号 重み 0 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

M-SEL0 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL1 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL2 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL3 ８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL4 １６

信号 重み 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

M-SEL0 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL1 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL2 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL3 ８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

M-SEL4 １６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ：ＯＮします。

ブランク：ＯＦＦします。

注）０，３１コードを入力しても変化しません。

③ＭＥＭ信号をＯＦＦします。

・マニュアルモードに移行しＯＮＬＩＮＥランプが消灯します。

・メモリーモードを終了します。
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4.1.3 外部コントロールタイミングチャート

（１）測定動作

Ｔｓｈ＝ホールド、トリガ応答時間

50Hz 60Hz

Ｆ 13～ 36ms 12～ 28ms

Ｍ 90～170ms 70～143ms

Ｓ 570～650ms 485～540ms

（２）ゼロアジャスト
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（３）メモリー切替（メモリー／マニュアル切替も同じ）

Ｔｓ＝サンプリング周期

（４）応答時間

Ｔ １＝安定時間

Ｔ ２＝判定時間

応答時間＝Ｔ １＋Ｔ ２

サンプリング＝Ｆ サンプリング＝Ｍ サンプリング＝Ｓ

50Hz 60Hz 50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

T1 48ms 48ms 250ms 250ms 250ms 250ms

T2 13～36ms 12～28ms 90～170ms 78～143ms 570～650ms 485～540ms

T1＋T2 61～84ms 62～76ms 340～420ms 328～393ms 820～900ms 735～790ms
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４．２●外部制御（入出力端子台）

端子配列図

（１）ＨＯＬＤ端子（ホールド）

裏面のＨＯＬＤ端子をＣＯＭ端子に短絡すると、表示値、比較出力及びＢＣＤデ

ータ出力を保持します。ホールド動作時は、全てのスイッチ操作ができません。

（２）ＲＳＴ端子（リセット）

裏面のＲＳＴ端子をＣＯＭ端子に短絡すると、比較出力を復帰し比較表示をＯＦＦ

します。

○ワンサンプリングホールド動作

ＨＯＬＤを短絡した状態でＲＳＴをＯＮ／ＯＦＦすることによりワンサプリン

グホールドができます。ワンサンプリングホ－ルドはマニュアルレンジで行っ

てください。オ－トレンジの場合は誤差が生じることがあります。

（３）比較出力

オープンコレクタ出力：ＨＩ、ＧＯ、ＬＯ各シンクタイプ

３０Ｖ ３０ｍＡ ｍａｘ.

リレー接点出力 ：ＨＩ、ＧＯ、ＬＯ各１ａ接点

ＡＣ２５０Ｖ １Ａ抵抗負荷
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５．設定方法

５．１●抵抗測定

操作手順

①マニュアルモードにします。（３．１５項を参

照）

②ＶＥＷキーでＲｒモードを選択します。

（３．６項を参照）

③ＦＵＮＣキーで抵抗測定を選択します。

抵抗測定を選択すると、ファンクション表示の

ＯＨＭが点灯します。（ＲＡＴＩＯは消灯）

この時、主表示部は抵抗値を表示し測定単位

ｋΩ、Ω、ｍΩの何れかが点灯します。

④ＲＡＮＧＥキーで測定レンジを選択します。

ＲＡＮＧＥキーを押す度に測定レンジが変わり

ます。オートレンジの時はＡＵＴＯランプと検

出した測定レンジが点灯します。

小数点は選択したレンジより自動で点灯します。

⑤コンパレータを設定します。（３．１３．３項

を参照）

⑥抵抗測定ケーブルに被測定物を接続すると測定

した抵抗値を表示します。

測定した抵抗が測定範囲（３５０００）を超え

た場合、 で点滅表示して測定オーバ

を知らせます。

オートレンジの場合３５０００を超えるとレン

ジアップします。また、３０００未満でレンジ

ダウンします。
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５．２●比率表示機能

測定抵抗Ｒ Ｘと基準抵抗値Ｒ Ｓとを比較し、基準抵抗値に対する割合を１００分率

で表示する機能です。

また偏差（±⊿％）で比較判定できます。

表示範囲 ：０．０～１９９．９％

偏差値（±⊿％）設定範囲：０．０～１９９．９％

演算式

Ｒｘ Ｘ ：比率（％）
Ｘ＝ ×１００％

Ｒｓ Ｒｓ：基準抵抗値（Ω）

Ｒｘ：測定抵抗値（Ω）

Ｒｘ ⊿ ：偏差 （％）
⊿＝ －１ ×１００％

Ｒｓ

操作手順

①ＶＥＷキーでＲｒモードを選択します。

（３．６項を参照）

②ＦＵＮＣキーで抵抗測定を選択します。

③ＲＡＮＧＥキーで測定レンジを選択します。

④抵抗測定ケーブルに被測定物を接続すると測定

した抵抗値を表示します。

⑤ＦＵＮＣキーで比率表示を選択します。

比率表示を選択すると、ファンクション表示の

ＲＡＴＩＯが点灯します。（ＯＨＭは消灯）

この時、主表示部は比率演算値を表示し測定単

位％が点灯します。

ＨＩ ＳＥＴに基準抵抗値、ＬＯ ＳＥＴに偏差

（±⊿％）を表示します。

比率表示の時、主表示部とＬＯ ＳＥＴの最下位

桁が消灯します。

測定した抵抗が測定範囲を超えた場合や演算結

果が２００．０％以上の時、 で点滅

表示してオーバを知らせます。

⑥基準抵抗値、偏差（±⊿％）を設定します。

（５．２．１項）

注）比率表示に切り替えた時点では、抵抗コン

パレータ上限値がそのまま基準抵抗値とな

ります。

また、メモリーモードの場合、抵抗コンパ

レータ下限値もそのまま偏差（±⊿％）と

なります。
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5.2.1 基準抵抗値・偏差の設定

比率表示機能に移行

①操作手順を参照してください。

基準抵抗値の設定

②ＳＥＬキーを押します。

ＲＥＦ表示部の最上位桁が点滅します。

キーと▲キーで数値を設定します。

キーで選択した桁は点滅します。

③ＲＡＮＧＥキーで基準抵抗値のレンジを設定します。

設定範囲：０００００～３５０００

偏差（±⊿％）の設定

④ＳＥＬキーを押します。

偏差（±⊿％）表示部の最上位桁が点滅します。

キーと▲キーで数値を設定します。

キーで選択した桁は点滅します。

設定範囲：０．０～１９９．９％

終了

⑤ＳＥＬキーを押します。

注）設定内容が設定範囲外のとき、範囲外の設定項目にＥｒｒをしば

らく点滅表示し、設定③又は④に戻ります。
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５．３●電圧測定

操作手順

①ＶＥＷキーで電圧測定表示を選択します。

（３．６項を参照）

②ＲＡＮＧＥキーで測定レンジを選択します。

測定レンジは測定表示の小数点位置で確認しま

す。

注）抵抗測定レンジをＡＵＴＯレンジに設定し

た場合、ＡＵＴＯが点灯して電圧測定レン

ジもオートレンジ動作となります。

この時、キー操作でレンジの設定はできま

せん。

③コンパレータを設定します。（３．１３．３項

を参照）

④抵抗測定ケーブルに被測定物を接続すると測定

した電圧を表示します。

測定した電圧が５００００を超えた場合、

で点滅表示して測定オーバを知らせます。

オートレンジの場合５００００を超えるとレン

ジアップします。また、１０００未満でレンジ

ダウンします。

レンジ表示の例

５０Ｖレンジの時 ５Ｖレンジの時

５．４●キャラクタ表示

表示 名称 説 明

エラー０ 測定のオーバのとき

エラーＳＯ ソースオープンのとき（断線検出中）

エラーＳＥ センスオープンのとき（断線検出中）

セット メモリーの設定

テストＣＣ 断線検出、セルフチェックの開始（断線検出中）

テストエンド 断線検出、セルフチェックの終了（断線検出中）

設定エラー 設定項目が範囲外のとき、約１秒間点滅します

Ｒセット 抵抗コンパレータの設定中

Ｖセット 電圧コンパレータの設定中
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６．パネルマウントでの使用

６．１●組立図

パネルに取り付けて使用するときは、別売の取付金具を使用してください。

①本体底部の足（４箇所）を取る。

②パネルマウント金具を本体両サイドに固定する。（Ｍ４×１５皿ねじ）

③パネル前面より本体を挿入し、本体取付金具にて本体をパネルに固定する。

注）底部の足取付け用タップを利用してシャーシなどに取り付ける場合、ねじの

長さは６＋シャーシ厚（ｍｍ）としてください。

６．２●パネルマウント金具取付時の外形図
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７．リード線の延長について

●リード線延長の注意点

①４端子の構造（SENSE ２線 SOURCE２線）で延長して下さい。

２線で配線しますと配線抵抗や接触抵抗が測定値に含まれ正しい値を示さ

ない場合があります。

②ふたまた部は出来る限り短く配線して下さい。

③測定リードは金属部から離して配線して下さい。金属部に近いと渦電流の

影響で正しく測定できない場合があります。

④測定リードを延長する場合、下記のリード線抵抗許容範囲を超えない様に

して下さい。

SOURCEリードのリード線抵抗許容範囲

抵抗レンジ 電圧リミット

ＯＮ ＯＦＦ

３０ｍΩ ５００ｍΩ ２Ω

３００ｍΩ ７Ω １７Ω

３Ω ５０Ω ７０Ω

３０Ω ５５０Ω ６００Ω

３００Ω １６０Ω １６０Ω

３ｋΩ １５０Ω １５０Ω
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８．校正

８．１●用意するもの

３５６６を校正する場合、下記の校正用機器を用意してください。

抵抗測定レンジ校正用標準抵抗：

３０ｍΩ、３００ｍΩ、３Ω、３０Ω、３００Ω、３ｋΩ、３０ｋΩ

電圧測定レンジ校正用基準電圧発生器：５Ｖ、５０Ｖ

アナログ出力測定用電圧計

注）校正用機器の確度は、３５６６の確度を保証できるものを選定してください。

８．２●校正方法

8.2.1 抵抗測定の校正

①電源スイッチをいったんＯＦＦし、ＦＵＮＣキー

とＲＡＴＥキーを同時に押しながら、電源スイッ

チをＯＮします。

ＨＩ ＳＥＴ表示部に と表示し、校正モー

ドに入ります。

②校正に入ると抵抗校正になっています。

抵抗校正では、ＯＨＭランプ、Ω％ランプが点灯

します。

③標準抵抗を図のようにリード線で接続してくださ

い。標準抵抗は各レンジに合った抵抗を接続しま

す。

④ キーを押すとＺＥＲＯが、▲キーを押すとＭＡ

Ｘが校正されます。ＲＡＮＧＥキーで各レンジご

とに校正してください。

正しく校正されると表示部に としばらく点

滅表示します。

と表示した場合は校正できる範囲を超えて

います。正しい抵抗値を接続してください。

⑤各レンジに接続する標準抵抗値と表示値は表７．

２．１のようになります。

レンジ 標準抵抗値 ＺＥＲＯ表示値 ＭＡＸ.表示値

３０ｍΩ ３０ｍΩ ０．０００ ｍΩ ３０．０００ｍΩ

３００ｍΩ ３００ｍΩ ０．００ ｍΩ ３００．００ｍΩ

３ Ω ３ Ω ０．００００ Ω ３．００００ Ω

３０ Ω ３０ Ω ０．０００ Ω ３０．０００ Ω

３００ Ω ３００ Ω ０．００ Ω ３００．００ Ω

３ｋΩ ３ｋΩ ０．０００ ｋΩ ３．００００ｋΩ

表７．２．１

⑥校正が終了したら電源をＯＦＦして校正モードを

解除してください。電源を再投入すると測定状態

に戻ります。
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8.2.2 電圧測定の校正

①電源スイッチをいったんＯＦＦし、ＦＵＮＣキー

とＲＡＴＥキーを同時に押しながら、電源スイッ

チをＯＮします。

ＨＩ ＳＥＴ表示部に と表示し、校正モー

ドに入ります。

②校正に入ると抵抗校正になっています。

ＶＥＷキーで、電圧校正と抵抗校正の切替ができ

ます。

電圧校正では、Ｖランプが点灯します。

③基準電圧発生器を図のようにリード線で接続して

ください。入力電圧は各レンジに合った電圧を入

力します。

④ キーを押すとＺＥＲＯが、▲キーを押すとＭＡ

Ｘが校正されます。ＲＡＮＧＥキーで各レンジご

とに校正してください。

正しく校正されると表示部に としばらく点

滅表示します。

と表示した場合は校正できる範囲を超えて

います。

⑤各レンジに入力する電圧は表７．２．２のとおり

です。

レンジ ＺＥＲＯ校正電圧 ＭＡＸ.校正電圧

５Ｖ ０．００００Ｖ ５．００００Ｖ

５０Ｖ ０．０００Ｖ ５０．０００Ｖ

表７．２．２

⑥校正が終了したら電源をＯＦＦして校正モードを

解除してください。電源を再投入すると測定状態

に戻ります。

8.2.3 アナログ出力の校正

①抵抗測定でアナログ出力を校正します。

ＶＥＷキーを押してＲｒモードにします。

②アナログ出力端子に電圧計を接続してください。

抵抗測定入力にケルビンクリップを接続します。

③測定表示を０にし、ＺＥＲＯボリウムで出力電圧が０．０００Ｖとなるように

調整します。（３Ω又は３０Ωレンジで赤色、黒色クリップを接続すると表示

が０Ωとなります。）

④測定表示を３００００にし、ＭＡＸ.ボリウムで出力電圧が３．０００Ｖとなる

ように調整します。（オーバ表示の時、３．５０００Ｖを出力します。）
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９．仕様

９．１●形名

形 名 内 容

３５６６ －□ データ出力なし

３５６６－０３－□ BCDデータ出力付き（TTLレベル）

３５６６－０４－□ BCDデータ出力付き（オープンコレクタ）

３５６６－０５－□ RS-232C付き

３５６６－０６－□ RS-485付き

□：判定出力

なし：オープンコレクタＮＰＮ

ＲＹ：リレー出力

９．２●測定範囲・確度

■抵抗測定（ＳＬＯＷ・ＭＥＤＩＵＭサンプリング時）

測 定 レ ン ジ 30mΩ 300mΩ 3Ω 30Ω 300Ω 3kΩ

分 解 能 1μΩ 10μΩ 100μΩ 1mΩ 10mΩ 100mΩ

測 定 電 流 7.4mA 1mA 100μA 10μA 5μA 1.5μA

確 度 ※ ±(0.5% of rdg. +8digit)

温 度 係 数 ±(0.05% of rdg. +0.8digit)／℃

開放端子電圧 20mVﾋﾟｰｸ以下(ON/OFF機能付)

※確度：23℃±5℃ 45～75％RHの状態で規定

サンプリング周期がＭＥＤＩＵＭの時、確度は３digitを加算

■抵抗測定（ＦＡＳＴサンプリング時）

測 定 レ ン ジ 30mΩ 300mΩ 3Ω 30Ω 300Ω 3kΩ

分 解 能 10μΩ 100μΩ 1mΩ 10mΩ 100mΩ 1Ω

測 定 電 流 7.4mA 1mA 100μA 10μA 5μA 1.5μA

確 度 ※ 注１ ±(0.5% of rdg. +6digit)

温 度 係 数 注２ ±(0.05% of rdg. +0.6digit)／℃

開放端子電圧 20mVﾋﾟｰｸ以下(ON/OFF機能付)

注１ ：±(0.5% of rdg.+8digit)

注２ ：±(0.05% of rdg.+0.8digit)/℃

※確度：23℃±5℃ 45～75％RHの状態で規定

■電圧測定（ＳＬＯＷ、ＭＥＤＩＵＭ、ＦＡＳＴサンプリング時）

測 定 レ ン ジ ±5V ±50V

分 解 能 100μV 1mV

確 度 ※ ±(0.05% of rdg.+5digit)

温 度 係 数 ±(0.005% of rdg.+0.5digit)/℃

※確度：２３℃±５℃ ４５～７５％ＲＨの状態で規定

※ＭＥＤＩＵＭの時、確度は3digitを加算

※ＦＡＳＴの時、確度は5digitを加算
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９．３●一般仕様

測 定 方 法：交流4端子法

最大許容印加電圧：全レンジ60V DC

測 定 周 波 数：交流1kHz±0.2Hz

表 示：緑色ＬＥＤ（文字高さ14.2mm）

抵抗測定；35000（サンプリング周期Ｆの時 3500）

電圧測定；50000（極性表示付、サンプリング周期Ｆの時 5000）

ゼロサプレス機能付

オ ー バ 表 示：

表 示 モ ー ド：抵抗、抵抗コンパレータ設定

電圧、電圧コンパレータ設定

抵抗、電圧

50Hz 60Hz

サンプリング周期：SLOW ；1.56回／秒 1.88回／秒

MEDIUM；6.25回／秒 7.52回／秒

FAST ； 50回／秒 60回／秒

応 答 速 度：SLOW ；約1.92s 約1.60s

MEDIUM；約800ms 約667ms

FAST ；約100ms 約84ms

ア ナ ロ グ 出 力：測定抵抗値に対して出力します。

出力 フルスケール3V出力インピーダンス1kΩ以下

（ゼロ、マックス調整ボリウム付）

ディジタル表示0～30000(3000)digitで

出力電圧0～3.000V

変換方式 Ｄ／Ａ変換方式

出力確度 抵抗測定確度+0.2％F.S.

注）比率表示中は測定抵抗値を出力します。

比率表示機能で基準抵抗値の設定中は出力を保持します。

絶 縁 抵 抗：端子一括 ／ 外箱間 DC 500V 50MΩ以上

耐 電 圧：端子一括 ／ 外箱間 AC1500V 1分間

電 源 間 ／ 外箱間 AC1500V 1分間

測定端子 ／ 出力端子間 AC 500V 1分間

パラメーター保持：ＥＥＰＲＯＭによりファンクション、レンジ、定数等キーより設定した内容

は電源をＯＦＦしても保持。

供 給 電 源：AC100～240V 50/60Hz

電源電圧許容範囲：AC 90～250V

消 費 電 力：AC100V入力の時 約17VA

AC200V入力の時 約21VA

動 作 周 囲 温 度：0～50℃

保 存 温 度：-20～70℃

質 量：約1kg

付 属 品：電源ヒューズ・・・・・・・・・・・・・１本

（予備ヒューズ：電源コネクタ内に実装済み）

電源コード・・・・・・・・・・・・・・１個

制御入力コネクタ・・・・・・・・・・・１個

取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・１部

-37-



９．４●初期設定値表（工場出荷時）

測定レンジ ３Ω

メモリー１～３０ 抵抗測定、３Ωレンジ

コンパレータ ＨＩ ＳＥＴ：３．００００Ω、ＬＯ ＳＥＴ：０．００００Ω

比率表示機能 ±⊿％：０１０．０％

キーロック ＯＦＦ

ブザー ＯＦＦ設定、音量５

ゼロアジャスト ＯＦＦ

電源周波数設定 ６０Ｈｚ

電圧リミッタの設定 ＯＮ

９．５●外形図

９．６●オプション

○ＭＯＤＥＬ３５６６には下記のインタフェースを用意しています。

各インタフェースの取扱については、個別のインタフェース取扱説明書をご参照ください。

ＢＣＤデータ出力ボード（ＴＴＬ） ：５８１１－０３Ａ

ＢＣＤデータ出力ボード（ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ） ：５８１１－０４Ａ

ＲＳ－２３２Ｃインタフェースボード ：５８１１－０５Ａ

ＲＳ－４８５インタフェースボード ：５８１１－０６Ａ

○その他

ケルビンクリップ ：５８１１－２１Ｃ

抵抗用校正リード ：５８１１－５１

クリップ形リード ：５８１１－２２

ピン形リード ：５８１１－２３Ａ

パネルマウント取付金具：５８１１－３１
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10．保守・校正

10．1 清掃

本器の汚れを取る時は、柔らかい布に水か薄めた中性洗剤を少量付けて軽く拭いて下さい。

ベンジン、アルコール、シンナーなど溶剤を含んだ洗剤は使用しないでください。

変形、変色することがあります。

10．2 修理

故障と思われるときは「故障と思われるとき」の記載内容を確認してから、お買い上げ店

（代理店）または最寄りの営業所にご連絡下さい。

故障品を返却される場合

輸送中に破損しないように梱包し故障内容も書き添えて下さい。輸送中の破損については

保証しかねます。

●故障と思われるとき●

症状 確認 対策

電源スイッチを入れても電源ラ 電源コード外れをご確認下さい。 電源コードを差す。

ンプ、画面が表示しない。 電源ヒューズ切れを確認下さい。 予備ヒューズに交換し、入出力ケーブ

ルを外して電源を入れて下さい。

キー入力が効かない。 キーロック状態になっていません キーロックを解除して下さい。

か？

ONLINEを表示し、外部制御状態では ONLINEをオフにする。

ありませんか？

測定している抵抗に対し表示値 0.ADJを表示し、ゼロアジャストが ゼロアジャストをオフにして下さい。

が大きく異なる オンになっていませんか？

測定表示は変わらない S,M,Fのサンプリング表示が点灯に リモート制御でHOLDをオンにしている

なっていませんか？ 場合、オフにして下さい。

サンプリング表示が点滅していない 通信でホールドオンの場合、オフにし

時は表示を更新しません。 て下さい。

エラー表示 エラー表示表を参照下さい。

10．3 校正

長期的確度保持のため、約１年毎の校正をお勧めします。

校正は、購入先または当社営業所へ依頼してください。但し、購入後一定期間を経過したもの

および部品の生産中止、保証範囲を超えた場合は、修理、校正を辞退する場合もございます。

-39-



保証について

１）保証期間 ３）製品の適用範囲

製品のご購入後又はご指定の場所に納入後１年間と致します。 当社製品は一般工業向けの汎用品として設計・製造されておりますので、

２）保証範囲 原子力発電、航空、鉄道、医療機器などの人命や財産に多大な影響が予想

上記保証期間中に当社側の責任と明らかに認められる原因により当社製品 される用途に使用される場合は、冗長設計による必要な安全性の確保や当

に故障を生じた場合は、代替品の無償提供又は当社工場において無償修理 社製品に万一故障があっても危険を回避する安全対策を講じてください。

を行います。 ４）サービスの範囲

ただし、次項に該当する場合は保証の範囲外と致します。 製品価格には、技術派遣などのサービス費用は含まれておりません。

①カタログ、取扱説明書、クイックマニュアル、仕様書などに記載されて ５）仕様の変更

いる環境条件の範囲外での使用による場合 製品の仕様・外観は改善又はその他の事由により必要に応じて、お断りな

②故障の原因が当社製品以外による場合 く変更する事があります。

③当社以外による改造・修理による場合

④製品本来の使い方以外の使用による場合 以上の内容は、日本国内においてのみ有効です。

⑤天災・災害など当社側の責任ではない原因による場合

なお、ここでいう保証は、当社製品単体の保証を意味し、当社製品の故障

により誘発された損害についてはご容赦いただきます。

●この取扱説明書の仕様は、2023年4月現在のものです。

鶴賀電機株式会社
大阪 営 業 所 〒558-0013 大阪市住吉区我孫子東1丁目10番6号太陽生命大阪南ビル5F TEL 06(4703)3874(代) FAX 06(4703)3875

名古屋営業所 〒460-0015 名古屋市中区大井町5番19号ｻﾝﾊﾟｰｸ東別院ﾋﾞﾙ2F TEL 052(332)5456(代) FAX 052(331)6477

横 浜 営 業 所 〒222-0033 横浜市港北区新横浜1丁目29番15号 TEL 045(473)1561(代) FAX 045(473)1557

ホームページ URL http://www.tsuruga.co.jp/

当製品の技術的なご質問、ご相談は下記まで問い

合わせください。

技術サポートセンター 0120-784646

受付時間:土日祝日除く 9:00～12:00/13:00～16:00

 



ＭＯＤＥＬ ５８１１－０３Ａ、０４Ａ
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ＢＣＤ出力ボードを用いて、３５６６の測定データを出力するとともに、測定機

能及び測定レンジを外部制御することができます。

注 意

●機器の電源をＯＦＦにしてから、コネクタの脱着を行ってください。

●出力を短絡したり、電圧を印加しないでください。。

１．ＢＣＤデータ入出力仕様

１．１●ＭＯＤＥＬ ５８１１－０３Ａ（３５６６－０３）

ＢＣＤデータをＴＴＬレベルで出力します。

出力方式：ＢＣＤ並列コード 正論理

論理“０”で“Ｌ”レベルを出力 論理“１”で“Ｈ”レベルを出力

１．２●ＭＯＤＥＬ ５８１１－０４Ａ（３５６６－０４）

ＢＣＤデータをオープンコレクタで出力します。

出力方式：ＢＣＤ並列コード

論理“０”で“ＯＦＦ”を出力 論理“１”で“ＯＮ”を出力
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２．コネクタピン配列

信号名 ピン番号 信号名

０ １ ２６ ４

１ ２ ２７ ５
ＵＮＩＴ ＵＮＩＴ

２ ３ ２８ ６

３ ４ ２９ ７

１ ５ ３０ １

２ ６ ３１ ２
×１０ ０ ×１０ １

４ ７ ３２ ４

８ ８ ３３ ８

１ ９ ３４ １

２ １０ ３５ ２
×１０ ２ ×１０ ３

４ １１ ３６ ４

８ １２ ３７ ８

×１０ ４ １ １３ ３８ ＰＯＬ

ＯＵＴＰＵＴ ＥＮＡＢＬＥ １４ ３９ ＯＶＥＲ

ＨＯＬＤ １５ ４０ ＳＴＲＯＢＥ

×１０ ４ ４ １６ ４１ １

ＤＰ２ １７ ４２ ２ ＳＥＬ

ＤＰ３ １８ ４３ ４

ＤＰ４ １９ ４４ ２ ×１０ ４

１ ２０ ４５ １

２ ２１ ４６ ２ ＲＡＮＧＥ
ＦＵＮＣＴＩＯＮ

４ ２２ ４７ ４

８ ２３ ４８
ＮＣ

ＩＮＴ．／ＥＸＴ． ２４ ４９

ＤＡＴＡ ＣＯＭ ２５ ５０ ＤＡＴＡ ＣＯＭ

コネクタ：（アンフェノール）５７－３０５００

注）ＮＣピンは内部回路と接続していますので使用しないでください。
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３．入出力信号の説明

３．１●出力信号

3.1.1 測定データ出力：１、２、４、８（×１０ ０～×１０ ４）

測定データを並列ＢＣＤコードで出力します。

注）×１０ ０桁がブランク表示の時（ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期がＦＡＳＴ、比率測定の時）０

を出力します。

3.1.2 単位出力：ＵＮＩＴ

単位出力を８ビットコードで出力します。

単位コード表

ＵＮＩＴ
単位

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

ｍΩ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ０

Ω １ １ １ １ １ １ １ ０

ｋΩ ０ １ １ ０ ０ １ ０ １

％ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０

Ｖ １ １ １ １ ０ １ １ ０

3.1.3 小数点出力：ＤＰ２～ＤＰ４

測定レンジに応じて小数点をコードで出力します。

出力コード表

出 力
表 示

ＤＰ４ ＤＰ３ ＤＰ２

３５０．００（３５０．０□） １ １ ０

３５．０００（３５．００□） ５０．０００（５０．００□） １ ０ １

３．５０００（３．５００□） ５．００００（５．０００□） ０ １ １

※□×１０ ０桁ブランク

3.1.4 極性出力：ＰＯＬ

プラス極性時“１”を出力します。

マイナス極性時“０”を出力します。

3.1.5 オーバ出力：ＯＶＥＲ

エラー０：抵抗測定データが３５０００（３５００□）を越えたとき又は、電圧

測定データが５００００（５０００□）を越えた場合、ＯＶＥＲが“

１”となり０００００のデータを出力

エラー３：データセレクト入力が指定コード以外のときＯＶＥＲが“１”となり

００００３のデータを出力

3.1.6 ストローブ出力：ＳＴＲＯＢＥ

データの更新時、下図の“Ｌ”パルスを出力しますので立ち上がりを利用してデ

ータ処理してください。

注）オープンコレクタ出力仕様の時ＯＮを出力

+5V(OFF)

サンプリング周期 ｔ

0V(ON) ＦＡＳＴ 約 １ｍｓ

ＳＬＯＷ、ＭＩＤＩＵＭ 約１０ｍｓ

ｔ

出力データ
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３．２●入力信号

3.2.1 データイネーブル：ＯＵＴＰＵＴ ＥＮＡＢＬＥ

“Ｌ”レベルでＳＴＲＯＢを除くすべての出力が“ハイインピーダンス”の状態

となります。

3.2.2 外部ホールド入力：ＨＯＬＤ

“Ｈ”レベルでサンプリングを行い、測定データを逐次出力します。

“Ｌ”レベルでサンプルングを停止しＢＣＤデータ、表示値を保持します。

ホールド中前面パネルのスイッチ操作は受け付けません。

3.2.3 データセレクト入力：ＳＥＬ

セレクトコードを入力すると表示データ以外の測定データも出力できます。

データセレクトを行う時は、表示及びデータをホールド状態にしてから行ってく

ださい。

注１）ホールドせずに行うと表示値とデータ出力とが異なる場合があります。

注２）データセレクトしても、表示は切り替わりません。

セレクト方法

表のセレクトコードを入力し、必要なデータを選択してください。

データ出力及びセレクトコード表

ｾﾚｸﾄｺｰﾄﾞ 4 2 1 4 2 1 4 2 1 4 2 1 4 2 1 4 2 1 4 2 1 4 2 1

機 能 L L L L L H L H L L H H H L L H L H H H L H H H

抵抗測定時 VOLT OHM OHM OHM OHM OHM OHM OHM

比率表示時 VOLT RＳ Rx Err3 Err3 Err3 Err3 X

注１）

機能 記号 内 容

抵抗測定時 ＯＨＭ 抵抗値

ＶＯＬＴ 電圧値

比率表示時 Ｒ ｓ 基準抵抗値

Ｒ ｘ 測定抵抗値

Ｘ 比率

ＶＯＬＴ 電圧値

注２）セレクトコードが指定コード以外の入力時は「エラー３」の信号を出力し

ます。

（Ｅｒｒ３：オーバ出力が“１”でデータ出力が００００３となります。）

○データセレクトタイミングチャート

HOLD

SEL

SEL FUNC ｾﾚｸﾄｺｰﾄﾞ

STROBE

MAX 3ms

DATA OUT
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3.2.4 外部制御入力：ＩＮＴ．／ＥＸＴ．

“Ｌ”レベルにすることにより、下記の操作を外部から制御することができます。

この場合、前面のスイッチによる操作はできなくなります。

・ファンクションの選択

・レンジの選択

注）・ホールド中は制御できません。

・メモリーモードのリモート操作中はファンクション、レンジの選択はでき

ません。

3.2.5 ファンクション入力：ＦＵＮＣＴＩＯＮ

ファンクションコードの指定により各機能を外部より制御することができます。

ファンクションコードを入力するときはＩＮＴ．／ＥＸＴ．入力を“Ｌ”レベル

にしてから行ってください。

ファンクション ８ ４ ２ １

抵抗測定 Ｈ Ｌ Ｌ Ｈ

比率表示 Ｌ Ｈ Ｈ Ｈ

注）上記以外の設定は無効となります。

3.2.6 レンジ入力：ＲＡＮＧＥ

レンジコードを入力することにより外部から抵抗レンジを選択することができま

す。

レンジコードを入力するときはＩＮＴ．／ＥＸＴ．入力を“Ｌ”レベルにしてか

ら行ってください。

ＲＡＮＧＥ
レンジ

４ ２ １

Ｌ Ｌ Ｌ 抵抗測定 オートレンジ

Ｌ Ｌ Ｈ 抵抗測定 ３０ｍΩ

Ｌ Ｈ Ｌ 抵抗測定 ３００ｍΩ

Ｌ Ｈ Ｈ 抵抗測定 ３ Ω

Ｈ Ｌ Ｌ 抵抗測定 ３０ Ω

Ｈ Ｌ Ｈ 抵抗測定 ３００ Ω

Ｈ Ｈ Ｌ 抵抗測定 ３ｋΩ

○レンジ切替タイミングチャート

INT./EXT.

STROBE

RANGE入力 1 2 3

内部レンジの切替 1 2 3
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４．操作方法

４．１●抵抗測定

本体取扱説明書５．１項を参照してください。

①外部制御入力（ＩＮＴ．／ＥＸＴ．）を“Ｌ”レベルにしてください。

②ファンクション（ＦＵＮＣＴＩＯＮ）に抵抗測定コードを入力します。

③レンジ（ＲＡＮＧＥ）にレンジコードを入力し抵抗レンジを選択します。

④測定開始

４．２●比率表示

本体取扱説明書５．５項を参照してください。

①外部制御入力（ＩＮＴ．／ＥＸＴ．）を“Ｌ”レベルにしてください。

注）基準抵抗値を数値設定する場合

ＩＮＴ．／ＥＸＴ．を“Ｈ”レベルにして前面スイッチで設定します。

②レンジ（ＲＡＮＧＥ）で抵抗レンジを選択します

③ファンクション（ＦＵＮＣＴＩＯＮ）にＯＨＭ ＲＡＴＩＯ又はＴ．Ｃ ＲＡ

ＴＩＯコードを入力します。

ＯＨＭ ＲＡＴＩＯ：抵抗測定での比率表示を行います。

Ｔ．Ｃ ＲＡＴＩＯ：温度補正での比率表示を行います。

④測定開始

５．タイミングチャート

５．１●データ出力
H

INT./EXT.

L Ts

SAMPLING 1 2 3 4 5

5V(OFF)

STROBE

0V(ON) t Tsh Tsh

DATA OUT 0 1 3 4

RST

HOLD

COMPARATOR 0 1 3 5

3ms Max

OUTPUT

ENABLE

Ｔｓｈ：Ｔｓ＋３ｍｓ

Ｔｓ：サンプリング時間

電源周波数

50Hz 60Hz

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ設定

Ｆ 13～ 36ms 12～ 28ms

Ｍ 90～170ms 70～143ms

Ｓ 570～650ms 485～540ms

部 Ｈｉｇｈ Ｉｍｐｅｄａｎｃｅ
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５．２●ファンクション切替タイミングチャート

H

INT./EXT.

L

SAMPLING

5V(OFF)

STROBE

0V(ON)

FUNCTION OHM RATIO

DATA OUT

OHMﾃﾞｰﾀ RATIOﾃﾞｰﾀ
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●この取扱説明書の仕様は、２０２１年４月現在のものです。

鶴賀電機株式会社
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名古屋営業所 〒460-0015 名古屋市中区大井町5番19号ｻﾝﾊﾟｰｸ東別院ﾋﾞﾙ2F TEL 052(332)5456(代) FAX 052(331)6477 ホームページ URL http://www.tsuruga.co.jp/

当製品の技術的なご質問、ご相談は下記まで問い

合わせください。

技術サポートセンター 0120-784646

受付時間:土日祝日除く 9:00～12:00/13:00～17:00



ＭＯＤＥＬ ５８１１－０５Ａ
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１．仕様

表１．１

伝送方式 調歩同期 全２重

伝送速度 ９６００,４８００，２４００ｂｐｓ

（出荷時は９６００ｂｐｓに設定）

データビット長 ８ビット

ストップビット １ビット

パリティビット なし、偶数、奇数（出荷時はなしに設定）

デリミタ ＬＦ（０ＡＨ）

Ｘｏｎ／Ｘｏｆｆ 制御可能（出荷時Ｘｏｎ）

コネクタ Ｄ－ｓｕｂ９ピン（オス）

２．接続

２．１●コネクタと信号

本器コネクタＤサブ９Ｐ 添付コネクタ：Ｄサブ９Ｐプラグタイプ

１Ｐ １Ｐ

ＸＭ３Ｄ－０９２１（オムロン）

ピン 本器信号
方向 名称

番号 JIS (RS-232C)

① 未使用

② RD (RXD) 入力 受信データ

③ SD (TXD) 出力 送信データ

④ 未使用

⑤ SG (GND) 信号用接地

⑥ 未使用

⑦ RS (RTS) 出力 送信要求

⑧ CS (CTS) 入力 送信可能

⑨ 使用しません

２．２●Ｘｏｎ／Ｘｏｆｆ制御

ソフトハンドシエイク：Ｘｏｆｆ受信で送信を止め，Ｘｏｎ受信で送信を再開します。

（Ｘon：１１Ｈ(ASCII)、Ｘoff：１３Ｈ(ASCII)）
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２．３●接続ケーブル

ハードウェアハンドシェイク無し

D-sub 9pin D-sub 9pin D-sub 25pin

メス メス オス

① ① ⑧

RD ② ② SD ③

SD ③ ③ RD ②

SG ⑤ ⑤ SG ⑦

⑥ ⑥ ⑥

RS ⑦ ⑦ RS ④

④ ④ ⑳

CS ⑧ ⑧ CS ⑤

SHELL○ ○SHELL ①
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２．４●通信設定

裏面ディップスイッチにより通信速度、パリティビットの設定を行います。

裏面ディップスイッチ図

通信速度の設定

ディップスイッチの１，２，３で設定します。

通信速度 １ ２ ３ ○印をオンに設定します。

２４００bps ○ × × ×印をオフに設定します。

４８００bps × ○ ×

９６００bps × × ○

パリティビットの設定

ディップスイッチの４，５で設定します。

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ ４ ５ ○印をオンに設定します。

偶数 ○ × ×印をオフに設定します。

奇数 × ○

無し × ×

注）ディップスイッチの設定は、電源ＯＦＦの状態で行ってください。

２．５●オンラインスイッチ

裏面ディップスイッチＮＯ．８をＯＮ側にセットすると前面パネルのＯＮＬＩＮ

Ｅが点灯し、ＲＳ－２３２Ｃによるリモートコントロール及びデータの設定読み

出しが可能となります。

オンラインの時のコントロール機能は以下の通りです。

・各設定値の設定が可能

注）・オンラインの時前面パネルからのキー操作はできません。

・測定データ、動作状態の読み出しはオフライン時、オンライン時に可能で

す。
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３．通信動作の説明

上位(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ)

ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ

３５６６ ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ：有効な設定コマンドを受信した場合、設定内容を返信します。

有効な出力コマンドを受信した場合、指定したデータを出力します。

無効なコマンドを受信した場合、“Command Error”を返信します。

例 有効コマンド：FUNCTION=OHMの場合

レ ス ポ ン ス：FUNCTION=OHM

無効コマンド：FUNCTION=MACHIGAIの場合

レ ス ポ ン ス：Command Error
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４．コマンドの説明

４．１●プログラムデータ

プログラムデータはJISコードを使用します。

例

ＲＡＮＧＥ＝３０ｍＯＨＭ

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾃﾞﾘﾐﾀ

１．コマンド ３５６６をコントロールするコマンドです。

２．デリミタ 送信データブロックの終了を３５６６に知らせる符号（デリ

ミタ）です。

（０ＡＨ）を受信したときデリミタとして判断します。

文字コード表

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

０ SP ０ ＠ Ｐ ` ｐ

１ ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ

２ ” ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ

３ ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ

４ ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ

５ ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ

６ ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ

７ ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ

８ （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ

９ ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ

Ａ ・ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ

Ｂ ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛

Ｃ ， ＜ Ｌ ￥ ｌ ｜

Ｄ － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝

Ｅ ． ＞ Ｎ ＾ ｎ ～

Ｆ ／ ？ Ｏ ＿ ｏ

空きコードは未定義
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４．２●コマンドデータの詳細

4.2.1 ＯＮＬＩＮＥ＝（オンラインの設定）

機能 ＲＳ－２３２Ｃからの設定やコントロールの可／不可を設定します。

構文 ONLINE= ON/OFF

ON/OFF ：“ON”でRS-232Cからの設定やコントロールができます。

“OFF”でRS-232Cからの設定やコントロールができません。

注）裏面ディップスイッチによりＯＮＬＩＮＥの時は設定できません。

4.2.2 ＯＮＬＩＮＥ？（オンライン設定の読み出し）

機能 オンライン設定を読み出します。

構文 ONLINE?

送信

ONLINE?

応答

ONLINE OFF

-6-



4.2.3 ＢＵＺＺ＝（ブザー設定）

機能 ＯＦＦ、ＧＯ、ＨＩ、ＬＯ、ＨＩＬＯ、ＰＡＳＳ、ＦＡＩＬ、ＧＯＯＤ

、ＮＧブザーの設定を行います。

構文 BUZZ= OFF/GO/HI/LO/HILO/PASS/FAIL/GOOD/NG , ﾃﾞｰﾀ

BUZZ= :ブザー設定コマンドです。

OFF/GO/HI :“OFF”でブザーＯＦＦを指定します。

/LO/HILO/ “GO”でＧＯブザーを指定します。

PASS/FAIL “HI”でＨＩブザーを指定します。

/GOOD/NG “LO”でＬＯブザーを指定します。

“HILO”でＨＩまたはＬＯブザーを指定します。

“PASS”でＰＡＳＳブザーを指定します。

“FAIL”でＦＡＩＬブザーを指定します。

“GOOD”でＧＯかつＰＡＳＳブザーを指定します。

“NG”でＨＩまたはＬＯまたはＦＡＩＬブザーを指定します。

注）ブザーの設定はいずれか１つしか設定できません。

ﾃﾞｰﾀ :ブザー音量を指定します。

音量は“01”～“10”の９段階で指定します。

注）ブザーＯＦＦ設定時、音量指定は無視します。

送信

ＧＯブザー音量を３に設定

BUZZ=GO,03

4.2.4 ＢＵＺＺ？（ブザーデータの読み出し）

機能 ブザーのモード、音量を読み出します。

構文 BUZZ?

送信

BUZZ?

応答

BUZZ=GO,03

① ②

ブザーモードのデータ（データ長＝４）

音量データ 01～10（データ長＝２）
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4.2.5 ＭＯＤＥ＝（モードの切替）

機能 メモリーモード、マニュアルモードの切替。

構文 MODE= ﾓｰﾄﾞ

MODE= ：モード切替コマンドです。

ﾓｰﾄﾞ ：“MEMORY”メモリーモードに指定します。

“MANUAL”マニュアルモードに指定します。

送信

メモリーモードに指定します。

MODE=MEMORY

4.2.6 ＭＯＤＥ？（モード読み出し）

機能 メモリーモード、マニュアルモードを読み出します。

構文 MODE?

送信

MODE?

応答

MODE=MANUAL

①

モード設定データ（データ長＝６）

4.2.7 ＭＥＭ＝ＣＡＬＬ（メモリーの呼び出し）

機能 Ｎｏ．で指定したメモリーを呼び出します。

注）メモリーモードに切り替えてから設定します。

構文 MEM=CALL NO.

MEM= ：メモリー番号設定コマンドです。

NO. ：“01”～“30”メモリーを指定します。

送信

メモリーＮＯ．０１に設定、以後メモリーＮＯ．０１で動作

MEM=CALL01

注）メモリモードでないとき"Not Control"を返します。
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4.2.8 ＭＥＭ Ｎｏ ？（メモリー設定データの読み出し）

機能 Ｎｏ．で指定したメモリーデータを読み出します。

注）メモリーモードに切り替えてから設定します。

構文 MEM No. ?

NO. ：“01”～“30”メモリーを指定します。

送信

MEM01?

応答

MEM=01,OHM_____,OHM_______ ,300mOHM,RH35.000_OHM,RL100.00_OHM

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

,5V_,VH+5.0000V,VL-2.0000V

⑦ ⑧ ⑨

①メモリー番号を示す。（データ長＝２）

②表示モードを示す。（データ長＝８）

③抵抗測定ファンクションを示す。（データ長＝１０）

④抵抗測定レンジを示す。（データ長＝７）

⑤抵抗コンパレータのＨＩデータを示す。（データ長＝１２）

⑥抵抗コンパレータのＬＯデータを示す。（データ長＝１２）

⑦電圧測定レンジを示す。（データ長＝３）

抵抗レンジをAUTOとした場合、電圧測定もオートレンジで動作します。

応答データは設定値を出力します。

⑧電圧コンパレータのＨＩデータを示す。（データ長＝１０）

⑨電圧コンパレータのＬＯデータを示す。（データ長＝１０）
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4.2.9 ＭＥＭ＝（メモリーデータの設定）

機能 メモリーのデータを設定します。

メモリーモードに切り替えてから設定します。

構文 MEM=NO.,VIEW,FUNC,RANGE,RHHI SET,RLLO SET,VOLT,VHHI SET,VLLO SET

MEM= ：メモリーのデータ設定コマンドです。

NO. ：“01”～“30”メモリー番号を指定します。

VIEW ：表示モード“OHM”,“VOLT”,“OHM-VOLT”

FUNC ：ファンクション表“OHM”,“OHM-RATIO”

RANGE ：抵抗レンジ“30mOHM”,“300mOHM”,“3OHM”,“30OHM”,

“300OHM”,“3kOHM”の何れかを指定します。

RHHI SET：抵抗コンパレータ上限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

RLLO SET：抵抗コンパレータ下限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

VOLT ：電圧レンジ“5V”,“50V”

VHHI SET：電圧コンパレータ上限値設定データ

（数値設定範囲±５００００）

VLLO SET：電圧コンパレータ下限値設定データ

（数値設定範囲±５００００）

注１）RHHI SET,RLLO SETは単位、小数点を付加して設定

設定例 35.000kOHM

注２）FUNCがRATIOの時はHI SET:基準値、LO SET:偏差⊿を設定

設定例 H100.00OHM,L10.0%

注３）VHHI SET,VLLO SETは単位、小数点を付加して設定

設定例 45.000V

注４）メモリの設定はメモリモードで行ってください。(MODE=MEMORY)

送信

MEM=01,OHM,OHM,300mOHM,RH35.000OHM,RL100.00OHM,5V,VH5.0000V,VL2.0000V

MEM=01,OHM,OHM-RATIO,30OHM,RH15.000OHM,RL100.0%,5V,VH5.0000V,VL2.0000V

注）メモリモードでないとき"Not Control"を返します。
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4.2.10 ＣＯＭＰＲ＝ 、ＣＯＭＰＶ＝（コンパレータの設定）

機能 コンパレータの上限・下限値及び単位を設定します。

構文 COMPR=RHHI SET , RLLO SET 抵抗コンパレータ設定の時

COMPV=VHHI SET , VLLO SET 電圧コンパレータ設定の時

COMP= ：コンパレータ設定コマンドです。

HI SET ：コンパレータ上限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

LO SET ：コンパレータ下限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

注１）HI SET,LO SETは単位、小数点を付加して設定

設定例 35.000kOHM 、5.0000V

注２）HI SET,LO SETの単位、小数点位置を合わせてください。

送信

抵抗コンパレータHI SETを2.0000kΩ、LO SETを1.5000kΩに設定

COMPR=RH2.0000kOHM,RL1.5000kOHM

電圧コンパレータHI SETを15.000V、LO SETを2.000Vに設定

COMPV=VH+15.000V,VL-02.000V

注）メモリーモードの時設定できません。

抵抗コンパレータは測定ファンクションがRATIO（比率表示）の時は設定でき

ません。

4.2.11 ＣＯＭＰＲ？ 、ＣＯＭＰＶ？ （コンパレータデータの読み出し）

機能 コンパレータの上限・下限値及び単位を読み出します。

構文 COMPR? 抵抗コンパレータの読み出し。

COMPV? 電圧コンパレータの読み出し。

送信

COMPR?

応答

COMPR=RH3.0000kOHM,RL1.0000kOHM

① ② ③

①抵抗コンパレータデータ出力を示す。

②コンパレータＨＩデータを示す。（データ長＝１２）

③コンパレータＬＯデータを示す。（データ長＝１２）

注）抵抗測定ファンクションがRATIO（比率表示）の時は読み出せません。

送信

COMPV?

応答

COMPV=VH+5.0000V,VL-1.0000V

① ② ③

①コンパレータデータ出力を示す。

②コンパレータＨＩデータを示す。（データ長＝１０）

③コンパレータＬＯデータを示す。（データ長＝１０）
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4.2.12 ＤＡＴＡ？ （測定データの読み出し）

機能 測定データを読み出します。

構文 DATA?

DATA? ：測定データ出力指定コマンド

送信

DATA?

応答

１．抵抗測定

OHM=+199.99kOHM,R-JUDGE=HI LO,VOLT=+0.1234V,V-JUDGE=FAIL

① ② ③ ④

①抵抗測定データ（データ長＝１１）

②抵抗判定出力（データ長＝１３）

③電圧測定データ（データ長＝１３）

④電圧判定出力（データ長＝１２）

OHM=OVER kOHM,R-JUDGE=HI LO,VOLT=+0.1234V,V-JUDGE=FAIL 測定オーバ時

２．比率測定

RATIO=+0123.4%,Rs=1.0000_OHM,Rx=+1.2345_OHM,R-JUDGE=GO ,VOLT=+0.1234V,

① ② ③ ④ ⑤

V-JUDGE=FAIL

⑥

①比率データを示す（データ長＝７）

②抵抗測定データ（データ長＝１３）

③比率基準抵抗値（データ長＝１４）

④抵抗判定出力（データ長＝１３）

⑤電圧測定データ（データ長＝１３）

⑥電圧判定出力（データ長＝１２）

注）Ｒ－ＪＵＤＧＥ出力

ＧＯ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＧＯ

ＨＩ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＨＩ

ＬＯ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＬＯ

ＨＩ ＬＯ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＨＩ ＬＯ

判 定 出 力 な し：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＮＵＬＬ

ＣＣエラー ：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＣＣ

（ＣＣエラーはＳＯＵＲＣＥオープンを表します。）

（ＣＣエラーの時、判定結果に関係なくＣＣエラーを出力します）

Ｖ－ＪＵＤＧＥ出力

電圧良判定 ：Ｖ－ＪＵＤＧＥ＝ＰＡＳＳ

電圧不良判定 ：Ｖ－ＪＵＤＧＥ＝ＦＡＩＬ

判 定 出 力 な し：Ｖ－ＪＵＤＧＥ＝ＮＵＬＬ

-12-



4.2.13 ＦＵＮＣＴＩＯＮ＝（測定ファンクション）

機能 測定ファンクションを指定します。

構文 FUNCTION= ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ

FUNCTION= ファンクション設定コマンドです。

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ：“OHM”で抵抗測定

“OHM-RATIO”で比率表示

送信

測定ファンクションを抵抗測定に設定

FUNCTION=OHM

FUNCTION=OHM-RATIO

4.2.14 ＦＵＮＣ？（ファンクションの読み出し）

機能 測定ファンクションの種類を読み出します。

構文 FUNC?

FUNC? ：測定ファンクション出力指定コマンド

送信

FUNC?

応答

FUNCTION=OHM

① ②

①ファンクションデータ出力を示す。（データ長＝９）

②測定ファンクションデータ
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4.2.15 ＨＯＬＤ＝（ホールドの設定）

機能 ホールドの開始及び解除を設定します。

構文 HOLD= ON/OFF

HOLD= ：ホールド設定コマンドです。

ON/OFF ：“ON”でサンプリングを停止しホールドします。

“OFF”でホールド解除を指定します。

送信

ホールドをＯＮに設定

HOLD=ON

4.2.16 ＨＯＬＤ？（ホールド状態の読み出し）

機能 ホールドの設定状態を読み出します。

構文 HOLD?

送信

HOLD?

応答

HOLD=ON_

① ②

①ホールドデータ出力を示す。

②ホールドの設定状態データを示す。（データ長＝３）
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4.2.17 ＲＡＮＧＥ＝（測定レンジの設定）

機能 抵抗測定レンジを設定します。

注）温度測定時は、設定できません

構文 RANGE= ﾚﾝｼﾞ

RANGE=：測定レンジ設定コマンドです。

ﾚﾝｼﾞ ：抵抗測定の時は、３０ｍΩ～３ｋΩまでのレンジを設定

します。

オートレンジにする時は、ＡＵＴＯと設定します。

表４．１

レンジコード 測定レンジ

30mOHM ３０ｍΩ

3O0mHMM ３００ｍΩ

3OHM ３ Ω

30OHM ３０ Ω

300OHM ３００ Ω

3kOHM ３ｋΩ

AUTO オートレンジ

送信

抵抗測定レンジを３０Ωに設定

RANGE=30OHM

4.2.18 ＲＡＮＧＥ？（測定レンジの読み出し）

機能 測定レンジの設定状態を読み出します。

構文 RANGE?

送信

RANGE?

応答

RANGE=3__kOHM

① ②

①レンジデータ出力を示す。

②レンジの設定状態データを示す。（データ長＝７）
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4.2.19 ＲＡＴＩＯＳＴＤ＝（比率基準値の設定）

機能 比率表示の基準値、偏差を設定します。

注）測定ファンクションが比率表示機能以外の時は設定できません。

構文 RATIOSTD= REF , ±⊿

RATIOSTD=：比率基準値設定コマンドです。

REF ：基準抵抗値

±⊿ ：偏差⊿％データ（00.0～199.9%）

送信

基準抵抗値に１０．０００Ω、偏差⊿％に２０．０％を設定

RATIOSTD=10.000OHM,20.0%

4.2.20 ＲＡＴＩＯＳＴＤ？（比率基準値データの読み出し）

機能 比率基準値データを読み出します。

構文 RATIOSTD?

送信

RATIOSTD?

応答

RATIOSTD=10.000kOHM,020.0%

① ② ③

①比率基準データ出力を示す。

②基準値データを示す。（データ長＝１０）

③偏差⊿％データを示す。（データ長＝６）
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4.2.21 ＲＳＴ＝（判定リセット）

機能 コンパレータ判定のリセットをＯＮ／ＯＦＦします。

（比較出力を復帰し比較表示をＯＦＦします。）

構文 RST= ON/OFF

RST= ：判定リセット設定コマンドです。

ON/OFF ：“ON”で判定出力復帰を指定します。

“OFF”でリセット解除を指定します。

送信

コンパレータ判定出力を復帰

RST=ON

●ワンサンプリングホールド

３５６６がホールド中にリセットＯＮ後のリセットＯＦＦで

３５６６はワンサンプリングホールドを行います。

4.2.22 ＲＳＴ？（判定リセット状態の読み出し）

機能 コンパレータ判定のリセット状態を読み出します。

構文 RST?

送信

RST?

応答

RST=OFF

① ②

①リセットデータ出力を示す。

②リセットの状態を示す。（データ長＝３）
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4.2.23 ＳＡＭＰＬＩＮＧ＝（サンプリング周期の設定）

機能 サンプリング周期を設定します。

構文 SAMPLING= SLOW/MEDIUM/FAST

SAMPLING= ：測定サンプリング周期設定コマンドです。

50Hz 60Hz

SLOW/MEDIUM/FAST ： SLOW 1.56回／秒 1.88回／秒

MEDIUM 6.25回／秒 7.52回／秒

FAST 50回／秒 60回／秒

送信

測定サンプリング周期を低速に設定

SAMPLING=SLOW

4.2.24 ＳＡＭＰＬＩＮＧ？（サンプリング周期の読み出し）

機能 サンプリング周期の状態を読み出します。

構文 SAMPLING?

送信

SAMPLING?

応答

SAMPLING=SLOW

① ②

①サンプリングデータ出力を示す。

②状態を示す。（データ長＝６）
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4.2.25 ＶＯＬＴ＝（電圧レンジの設定）

機能 電圧測定レンジの設定を行います。

注）温度測定時は設定できません。

構文 VOLT= ﾚﾝｼﾞ

VOLT=：電圧測定レンジ設定コマンドです。

ﾚﾝｼﾞ ：電圧測定 ５Ｖ／５０Ｖのレンジを設定します。

表４．２

レンジコード 測定レンジ

5V ５Ｖ

50V ５０Ｖ

送信

電圧測定レンジを５０Ｖに設定

VOLT=50V

4.2.26 ＶＯＬＴ？（電圧測定レンジの読み出し）

機能 電圧測定レンジの設定状態を読み出します。

構文 VOLT?

送信

VOLT?

応答

VOLT=50V

① ②

①レンジデータ出力を示す。

②レンジの設定状態データを示す。（データ長＝３）
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4.2.27 ＺＥＲＯＡＤＪ＝（ゼロアジャスト設定）

機能 ゼロアジャストの設定を行います。

ゼロアジャスト動作は、ZEROADJ=ONを受信した時点の測定値をゼロセッ

ト値として記憶し、ZEROADJ=OFFを受信するまで測定値からゼロセット値

を引いた値を表示、出力します。

構文 ZEROADJ= ON/OFF

ZEROADJ=：ゼロアジャスト設定コマンドです。

ON/OFF ：“ON”で有効を指定します。

“OFF”で解除を指定します。

送信

ゼロアジャストをＯＮに設定

ZEROADJ=ON

4.2.28 ＺＥＲＯＡＤＪ？（ゼロアジャスト状態の読み出し）

機能 ゼロアジャストの設定を行います。

構文 ZEROADJ?

送信

ZEROADJ?

応答

ZEROADJ=OFF

① ②

①ゼロアジャスト状態の出力を示す。

②ゼロアジャストの状態を示す。（データ長＝３）
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4.2.29 ＶＩＥＷ＝（表示モードの設定）

機能 表示モードの設定を行います。

構文 VIEW= 表示ﾓｰﾄﾞ

表示ﾓｰﾄﾞ=：表示ﾓｰﾄﾞ設定コマンドです。

表示ﾓｰﾄﾞ ：“OHM” Ｒrﾓｰﾄﾞ

“VOLT” Ｖｖﾓｰﾄﾞ

“OHM-VOLT”ＲＶﾓｰﾄﾞ

送信

表示モードをＲｒに設定

VIEW="OHM"

4.2.30 ＶＩＥＷ？（表示モードの読み出し）

機能 表示モードを読み出します。

構文 VIEW?

送信

VIEW?

応答

VIEW=OHM-VOLT

①

①表示モード（データ長＝８）
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１．仕様

表１．１

同期方式 調歩同期

通信方式 ２線式半二重

伝送速度 ９６００ｂｐｓ

データビット長 ７ビット

ストップビット １ビット

誤り検出 垂直パリティ ： 偶数パリティ

ＢＣＣ

データ ＪＩＳ８単位符号に準拠

制御文字 ＳＴＸ（０２Ｈ）start of text

ＥＴＸ（０３Ｈ）end of text

伝送手順 無手順

接続台数 上位コンピュータを含め 大３２台

線路長 大５００ｍ

機器番号 ００～９９ 各機器に設定 （重複しないこと）

裏面スイッチにて設定

ターミネータ ２００Ωでターミネート

裏面スイッチでＯＮ／ＯＦＦ切替

２．接続

２．１●接続端子

端子番号 １ ２

＋ －
信号名

（Ａ） （Ｂ）

２．２●機器番号設定スイッチ

裏面のロータリスイッチで機器番号を設定します。

２．３●ターミネータ

裏面スイッチをＯＮ側にすると終端抵抗２００Ωが並列に接続されます。
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２．４●接続

ＲＳ－４８５は、上位コンピュータを含めると３２台まで接続できます。

なお、伝送路の両端の機器は、エンド局の指定を行う必要があります。

エンド局の指定は、ターミネータスイッチをＯＮ側にしてください。

３．通信動作

３．１●リモートコントロール

前面スイッチ操作でＯＮＬＩＮＥ状態の時ＲＳ－４８５によるリモートコントロ

ール及びデータの読み出しが可能となります。

オンラインの時のコントロール機能は以下の通りです。

・各設定値の設定設定及び読み出しが可能です。

・動作状態及び測定データの読み出しが可能です。

３．２●動作説明

上位(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ)

ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾚｰﾑ

３５６６ ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ

ｔ

ｔ（応答時間）＝ 小８ｍｓ

ﾚｽﾎﾟﾝｽﾌﾚｰﾑ：有効な設定コマンドを受信した場合、受信内容を返信します。

有効な出力コマンドを受信した場合、指定したデータを出力します。

無効なコマンドを受信した場合、“Command Error”を返信します。

例 有効コマンド：FUNCTION=OHMの場合

レ ス ポ ン ス：FUNCTION=OHM

無効コマンド：FUNCTION=MACHIGAIの場合

レ ス ポ ン ス：Command Error
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Ｇ

－

＋
－

＋

－

＋

－

＋

上位コンピュータ側

コンバータ

シールド線

OFF

ON

OFF

No.1

No.2

No.3

RS-232C

コンバータ推奨機器：
LINEEYE㈱製 SI-30

ﾀｰﾐﾈｰﾀ ON



４．データフォーマット

●コマンドフレーム

機器番号

S T X 1 0 Ｒ Ａ Ｎ Ｇ Ｅ ? E T X B C C

0 2 H 3 1 H 3 0 H 5 2 H 4 1 H 4 E H 4 7 H 4 5 H 3 F H 0 3 H 6 2 H

× 1 0 １ × 1 0 ０

●レスポンスフレーム

機器番号

S T X 1 0 Ｒ Ａ Ｎ Ｇ Ｅ ＝ ３ Ｏ Ｈ Ｍ E T X B C C

0 2 H 3 1 H 3 0 H 5 2 H 4 1 H 4 E H 4 7 H 4 5 H 3 D H 3 3 H 4 F H 4 8 H 4 D H 0 3 H 1 9 H

× 1 0 １ × 1 0 ０

ＢＣＣ：ＳＴＸ直後からＥＴＸまで（ＥＴＸを含む）の排他的

論理和を演算した結果をＢＣＣとする。
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５．コマンドの説明

５．１●コマンドデータ

コマンドデータはＪＩＳ句点コードを使用します。

例

ＳＴＸ ０ １ ＲＡＮＧＥ＝３００ＯＨＭ ＥＴＸ ＢＣＣ

機器番号 ｺﾏﾝﾄﾞ

１．ＳＴＸ 開始コード

２．機器番号

３．コマンド ３５６６をコントロールするコマンドです。

４．ＥＴＸ 終了コード

５．ＢＣＣ 誤り検出コード
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５．２●コマンドデータの詳細

5.2.1 ＯＮＬＩＮＥ＝（オンラインの設定）

機能 ＲＳ－４８５からの設定やコントロールの可／不可を設定します。

構文 ONLINE= ON/OFF

ON/OFF ：“ON”でRS-485からの設定やコントロールができます。

“OFF”でRS-485からの設定やコントロールができません。

5.2.2 ＯＮＬＩＮＥ？（オンライン設定の読み出し）

機能 オンライン設定を読み出します。

構文 ONLINE?

送信

ONLINE?

応答

ONLINE OFF
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5.2.3 ＢＵＺＺ＝（ブザー設定）

機能 ＯＦＦ、ＧＯ、ＨＩ、ＬＯ、ＨＩＬＯ、ＰＡＳＳ、ＦＡＩＬ、ＧＯＯＤ

、ＮＧブザーの設定を行います。

構文 BUZZ= OFF/GO/HI/LO/HILO/PASS/FAIL/GOOD/NG , ﾃﾞｰﾀ

BUZZ= :ブザー設定コマンドです。

OFF/GO/HI :“OFF”でブザーＯＦＦを指定します。

/LO/HILO/ “GO”でＧＯブザーを指定します。

PASS/FAIL “HI”でＨＩブザーを指定します。

/GOOD/NG “LO”でＬＯブザーを指定します。

“HILO”でＨＩまたはＬＯブザーを指定します。

“PASS”でＰＡＳＳブザーを指定します。

“FAIL”でＦＡＩＬブザーを指定します。

“GOOD”でＧＯかつＰＡＳＳブザーを指定します。

“NG”でＨＩまたはＬＯまたはＦＡＩＬブザーを指定します。

注）ブザーの設定はいずれか１つしか設定できません。

ﾃﾞｰﾀ :ブザー音量を指定します。

音量は“01”～“10”の９段階で指定します。

注）ブザーＯＦＦ設定時、音量指定は無視します。

送信

ＧＯブザー音量を３に設定

BUZZ=GO,03

BUZZ=OFF （ＯＦＦ設定の時は音量設定を無視します。）

5.2.4 ＢＵＺＺ？（ブザーデータの読み出し）

機能 ブザーのモード、音量を読み出します。

構文 BUZZ?

送信

BUZZ?

応答

BUZZ=PASS,03

① ②

ブザー動作モード

ブザー音量（データ長＝２）
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5.2.5 ＭＯＤＥ＝（モードの切替）

機能 メモリーモード、マニュアルモードの切替。

構文 MODE= ﾓｰﾄﾞ

MODE= ：モード切替コマンドです。

ﾓｰﾄﾞ ：“MEMORY”メモリーモードに指定します。

“MANUAL”マニュアルモードに指定します。

送信

メモリーモードに指定します。

MODE=MEMORY

5.2.6 ＭＯＤＥ？（モード読み出し）

機能 メモリーモード、マニュアルモードを読み出します。

構文 MODE?

送信

MODE?

応答

MODE=MANUAL

5.2.7 ＭＥＭ＝ＣＡＬＬ（メモリーの呼び出し）

機能 Ｎｏ．で指定したメモリーを呼び出します。

注）メモリーモードに切り替えてから設定します。

構文 MEM=CALL NO.

MEM= ：メモリー番号設定コマンドです。

NO. ：“01”～“30”メモリーを指定します。

送信

メモリーＮＯ．０１に設定、以後メモリーＮＯ．０１で動作

MEM=CALL01

注）メモリモードでないとき"Not Control"を返します。

-７-



5.2.8 ＭＥＭ Ｎｏ ？（メモリー設定データの読み出し）

機能 Ｎｏ．で指定したメモリーデータを読み出します。

構文 MEM No. ?

NO. ：“01”～“30”メモリーを指定します。

送信

MEM01?

応答

MEM=01,OHM_____,OHM_______ ,300mOHM,RH35.000_OHM,RL100.00_OHM

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

,5V_,VH+5.0000V,VL-2.0000V

⑦ ⑧ ⑨

①メモリー番号を示す。（データ長＝２）

②表示モードを示す。（データ長＝８）

OHM_____ ： Ｒｒモード

VOLT____ ： Ｖｖモード

OHM_VOLT ： ＲＶモード

③抵抗測定ファンクションを示す。（データ長＝１０）

OHM_______ ： 抵抗測定

OHM-RATIO_ ： 比率表示

④抵抗測定レンジを示す。（データ長＝７）

⑤抵抗コンパレータのＨＩデータを示す。（データ長＝１２）

⑥抵抗コンパレータのＬＯデータを示す。（データ長＝１２）

⑦電圧測定レンジを示す。（データ長＝３）

抵抗レンジをAUTOとした場合、電圧測定もオートレンジで動作します。

応答データは設定値を出力します。

⑧電圧コンパレータのＨＩデータを示す。（データ長＝１０）

⑨電圧コンパレータのＬＯデータを示す。（データ長＝１０）
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5.2.9 ＭＥＭ＝（メモリーデータの設定）

機能 メモリーのデータを設定します。

注）メモリーモードに切り替えてから設定します。

構文 MEM=NO.,VIEW,FUNC,RANGE,RHHI SET,RLLO SET,VOLT,VHHI SET,VLLO SET

MEM= ：メモリーのデータ設定コマンドです。

NO. ：“01”～“30”メモリー番号を指定します。

VIEW ：表示モード“OHM”,“VOLT”,“OHM-VOLT”

FUNC ：ファンクション表“OHM”,“OHM-RATIO”

RANGE ：抵抗レンジ“30mOHM”,“300mOHM”,“3OHM”,“30OHM”,

“300OHM”,“3kOHM”の何れかを指定します。

RHHI SET：抵抗コンパレータ上限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

RLLO SET：抵抗コンパレータ下限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

VOLT ：電圧レンジ“5V”,“50V”

VHHI SET：電圧コンパレータ上限値設定データ

（数値設定範囲±５００００）

VLLO SET：電圧コンパレータ下限値設定データ

（数値設定範囲±５００００）

注１）RHHI SET,RLLO SETは単位、小数点を付加して設定

設定例 35.000kOHM

注２）FUNCがRATIOの時はHI SET:基準値、LO SET:偏差△を設定

設定例 RH100.00OHM,RL10.0%

注３）VHHI SET,VLLO SETは単位、小数点を付加して設定

設定例 45.000V

注４）メモリの設定はメモリモードで行ってください。(MODE=MEMORY)

送信

MEM=01,OHM,OHM,300mOHM,RH35.000OHM,RL100.00OHM,5V,VH5.0000V,VL2.0000V

MEM=01,OHM,OHM-RATIO,30OHM,RH15.000OHM,RL100.0%,5V,VH5.0000V,VL2.0000V

注）メモリモードでないとき"Not Control"を返します。
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5.2.10 ＣＯＭＰＲ＝ 、ＣＯＭＰＶ＝（コンパレータの設定）

機能 コンパレータの上限・下限値及び単位を設定します。

構文 COMPR=RHHI SET , RLLO SET 抵抗コンパレータ設定の時

COMPV=VHHI SET , VLLO SET 電圧コンパレータ設定の時

COMP= ：コンパレータ設定コマンドです。

HI SET ：コンパレータ上限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

LO SET ：コンパレータ下限値設定データ

（数値設定範囲０～３５０００）

注１）HI SET,LO SETは単位、小数点を付加して設定

設定例 35.000kOHM 、5.0000V

注２）HI SET,LO SETの単位、小数点位置を合わせてください。

送信

抵抗コンパレータHI SETを2.0000kΩ、LO SETを1.5000kΩに設定

COMPR=RH2.0000kOHM,RL1.5000kOHM

電圧コンパレータHI SETを15.000V、LO SETを2.000Vに設定

COMPV=VH+15.000V,VL-02.000V

注）メモリモード時、マニュアルモードで測定ファンクションがRATIO（比率表

示）の時は設定できません。

5.2.11 ＣＯＭＰＲ？ 、ＣＯＭＰＶ？ （コンパレータデータの読み出し）

機能 コンパレータの上限・下限値及び単位を読み出します。

構文 COMPR? 抵抗コンパレータの読み出し。

COMPV? 電圧コンパレータの読み出し。

送信

COMPR?

応答

COMPR=RH3.0000kOHM,RL1.0000kOHM

① ② ③

①抵抗コンパレータデータ出力を示す。

②コンパレータＨＩデータを示す。（データ長＝１２）

③コンパレータＬＯデータを示す。（データ長＝１２）

注）抵抗コンパレータは測定ファンクションがRATIO（比率表示）の時は読み出せ

ません。

送信

COMPV?

応答

COMPV=VH+5.0000V,VL-1.0000V

① ② ③

①コンパレータデータ出力を示す。

②コンパレータＨＩデータを示す。（データ長＝１０）

③コンパレータＬＯデータを示す。（データ長＝１０）
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5.2.12 ＤＡＴＡ？ （測定データの読み出し）

機能 測定データを読み出します。

構文 DATA?

送信

DATA?

応答

１．抵抗測定

OHM=+199.99kOHM,R-JUDGE=HI LO,VOLT=+0.1234V,V-JUDGE=FAIL

① ② ③ ④

①抵抗測定データ（データ長＝１１）

②抵抗判定出力（データ長＝１３）

③電圧測定データ（データ長＝１３）

④電圧判定出力（データ長＝１２）

OHM=OVER kOHM,R-JUDGE=HI LO,VOLT=+0.1234V,V-JUDGE=FAIL 測定オーバ時

２．比率測定

RATIO=+123.4%,Rs=1.0000_OHM,Rx=+1.2345_OHM,R-JUDGE=GO_________,

① ② ③ ④

VOLT=+0.1234V,V-JUDGE=FAIL

⑤ ⑥

①比率データを示す（データ長＝７）

②抵抗測定データ（データ長＝１３）

③比率基準抵抗値（データ長＝１４）

④抵抗判定出力（データ長＝１３）

⑤電圧測定データ（データ長＝１３）

⑥電圧判定出力（データ長＝１２）

注）Ｒ－ＪＵＤＧＥ出力

ＧＯ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＧＯ

ＨＩ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＨＩ

ＬＯ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＬＯ

ＨＩ ＬＯ 時：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＨＩ ＬＯ

判 定 出 力 な し：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＮＵＬＬ

ＣＣエラー ：Ｒ－ＪＵＤＧＥ＝ＣＣ

（ＣＣエラーはＳＯＵＲＣＥオープンを表します。）

（ＣＣエラーの時、判定結果に関係なくＣＣエラーを出力します）

Ｖ－ＪＵＤＧＥ出力

電圧良判定 ：Ｖ－ＪＵＤＧＥ＝ＰＡＳＳ

電圧不良判定 ：Ｖ－ＪＵＤＧＥ＝ＦＡＩＬ

判 定 出 力 な し：Ｖ－ＪＵＤＧＥ＝ＮＵＬＬ
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5.2.13 ＦＵＮＣＴＩＯＮ＝（測定ファンクション）

機能 測定ファンクションを指定します。

構文 FUNCTION= ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ

FUNCTION= ：測定ファンクション設定コマンドです。

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ ：“OHM”抵抗測定

“OHM-RATIO”比率表示

送信

測定ファンクションを抵抗測定に設定

FUNCTION=OHM

FUNCTION=OHM-RATIO

5.2.14 ＦＵＮＣ？（ファンクションの読み出し）

機能 測定ファンクションを読み出します。

構文 FUNC?

FUNC? ：測定ファンクション出力指定コマンド

送信

FUNC?

応答

FUNCTION=OHM_____

FUNCTION=OHM-RATIO

① ②

①ファンクションデータ出力を示す。 （データ長＝９）

②測定ファンクションデータ
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5.2.15 ＨＯＬＤ＝（ホールドの設定）

機能 ホールドの開始及び解除を設定します。

構文 HOLD= ON/OFF

HOLD= ：ホールド設定コマンドです。

ON/OFF ：“ON”でサンプリングを停止しホールドします。

“OFF”でホールドを解除します。

送信

ホールドをＯＮに設定

HOLD=ON

5.2.16 ＨＯＬＤ？（ホールド状態の読み出し）

機能 ホールドの設定状態を読み出します。

構文 HOLD?

送信

HOLD?

応答

HOLD=ON_

HOLD=OFF

① ②

①ホールドデータ出力を示す。

②ホールドの設定状態データを示す。（データ長＝３）
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5.2.17 ＲＡＮＧＥ＝（測定レンジの設定）

機能 抵抗測定レンジを設定します。

注）温度測定時は、設定できません。

構文 RANGE= ﾚﾝｼﾞ

RANGE=：測定レンジ設定コマンドです。

ﾚﾝｼﾞ ：抵抗測定の時は、３０ｍΩ～３ｋΩまでのレンジを設定

します。

オートレンジにする時は、ＡＵＴＯと設定します。

表５．１

レンジコード 測定レンジ

30mOHM ３０ｍΩ

3O0mHMM ３００ｍΩ

3OHM ３ Ω

30OHM ３０ Ω

300OHM ３００ Ω

3kOHM ３ｋΩ

AUTO オートレンジ

送信

抵抗測定レンジを３０Ωに設定

RANGE=30OHM

5.2.18 ＲＡＮＧＥ？（測定レンジの読み出し）

機能 測定レンジの設定状態を読み出します。

構文 RANGE?

送信

RANGE?

応答

RANGE=3__kOHM

① ②

①レンジデータ出力を示す。

②レンジの設定状態データを示す。（データ長＝７）
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5.2.19 ＲＡＴＩＯＳＴＤ＝（比率基準値の設定）

機能 比率表示の基準値、偏差を設定します。

注）測定ファンクションが比率表示機能以外の時は設定できません。

構文 RATIOSTD= REF , ±△

RATIOSTD=：比率基準値設定コマンドです。

REF ：基準抵抗値 (000.00mΩ～300.00kΩ)

±△ ：偏差△％データ（00.0～199.9%）

送信

基準抵抗値に１０．０００Ω、偏差△％に２０．０％を設定

RATIOSTD=10.000OHM,20.0%

注）ＦＵＮＣＴＩＯＮがＲＡＴＩＯでないとき"Not Control"を返します。

5.2.20 ＲＡＴＩＯＳＴＤ？（比率基準値データの読み出し）

機能 比率基準値データを読み出します。

構文 RATIOSTD?

送信

RATIOSTD?

応答

RATIOSTD=10.000kOHM,020.0%

① ② ③

①比率基準データ出力を示す。

②基準値データを示す。（データ長＝１０）

③偏差△％データを示す。（データ長＝６）
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5.2.21 ＲＳＴ＝（判定リセット）

機能 コンパレータ判定のリセットをＯＮ／ＯＦＦします。

（比較出力を復帰し比較表示をＯＦＦします。）

構文 RST= ON/OFF

RST= ：判定リセット設定コマンドです。

ON/OFF ：“ON”で判定出力復帰を指定します。

“OFF”でリセット解除を指定します。

送信

コンパレータ判定出力を復帰

RST=ON

●ワンサンプリングホールド

３５６６がホールド中にリセットＯＮ後のリセットＯＦＦで

３５６６はワンサンプリングホールドを行います。

5.2.22 ＲＳＴ？（判定リセット状態の読み出し）

機能 コンパレータ判定のリセット状態を読み出します。

構文 RST?

送信

RST?

応答

RST=OFF

① ②

①リセットデータ出力を示す。

②リセットの状態を示す。（データ長＝３）
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5.2.23 ＳＡＭＰＬＩＮＧ＝（サンプリング周期の設定）

機能 サンプリング周期を設定します。

温度測定は、サンプリング周期４回／秒固定で、切替はできません。

構文 SAMPLING= SLOW/MEDIUM/FAST

SAMPLING= ：測定サンプリング周期設定コマンドです。

50Hz 60Hz

SLOW/MEDIUM/FAST ： SLOW 1.56回／秒 1.88回／秒

MEDIUM 6.25回／秒 7.52回／秒

FAST 50回／秒 60回／秒

送信

測定サンプリング周期を低速(SLOW)に設定

SAMPLING=SLOW

5.2.24 ＳＡＭＰＬＩＮＧ？（サンプリング周期の読み出し）

機能 サンプリング周期の状態を読み出します。

構文 SAMPLING?

送信

SAMPLING?

応答

SAMPLING=SLOW__

① ②

①サンプリングデータ出力を示す。

②状態を示す。（データ長＝６）
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5.2.25 ＶＯＬＴ＝（電圧レンジの設定）

機能 電圧測定レンジの設定を行います。

注）温度測定時は設定できません。

構文 VOLT= ﾚﾝｼﾞ

VOLT=：電圧測定レンジ設定コマンドです。

ﾚﾝｼﾞ ：電圧測定 ５Ｖ／５０Ｖのレンジを設定します。

表４．２

レンジコード 測定レンジ

5V ５Ｖ

50V ５０Ｖ

送信

電圧測定レンジを５０Ｖに設定

VOLT=50V

5.2.26 ＶＯＬＴ？（電圧測定レンジの読み出し）

機能 電圧測定レンジの設定状態を読み出します。

構文 VOLT?

送信

VOLT?

応答

VOLT=50V

① ②

①レンジデータ出力を示す。

②レンジの設定状態データを示す。（データ長＝３）
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5.2.27 ＺＥＲＯＡＤＪ＝（ゼロアジャスト設定）

機能 ゼロアジャストの設定を行います。

ゼロアジャスト動作は、ZEROADJ=ONを受信した時点の測定値をゼロセッ

ト値として記憶し、ZEROADJ=OFFを受信するまで測定値からゼロセット値

を引いた値を表示、出力します。

構文 ZEROADJ= ON/OFF

ZEROADJ=：ゼロアジャスト設定コマンドです。

ON/OFF ：“ON”で有効を指定します。

“OFF”で解除を指定します。

送信

ゼロアジャストをＯＮに設定

ZEROADJ=ON

5.2.28 ＺＥＲＯＡＤＪ？（ゼロアジャスト状態の読み出し）

機能 ゼロアジャスト設定を読み出します。

構文 ZEROADJ?

送信

ZEROADJ?

応答

ZEROADJ=OFF

① ②

①ゼロアジャスト状態の出力を示す。

②ゼロアジャストの状態を示す。（データ長＝３）
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5.2.29 ＶＩＥＷ＝（表示モードの設定）

機能 表示モードの設定を行います。

構文 VIEW= 表示ﾓｰﾄﾞ

表示ﾓｰﾄﾞ=：表示ﾓｰﾄﾞ設定コマンドです。

表示ﾓｰﾄﾞ ：“OHM” Ｒrﾓｰﾄﾞ

“VOLT” Ｖｖﾓｰﾄﾞ

“OHM-VOLT”ＲＶﾓｰﾄﾞ

送信

表示モードをＲｒに設定

VIEW="OHM"

5.2.30 ＶＩＥＷ？（表示モードの読み出し）

機能 表示モードを読み出します。

構文 VIEW?

送信

VIEW?

応答

VIEW=OHM-VOLT

①

①表示モード（データ長＝８）

●この取扱説明書の仕様は、２０１３年１０月現在のものです。
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